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午前９時２５分 委員会開会 

○委員長（清水  寛） おはようございます。皆さ

んおそろいになりましたので、ただいまから建設経

済委員会を開会いたします。 

 改めまして、皆さん、おはようございます。ご苦

労さまです。 

 この委員会が本当にアフターコロナ後の非常に

重要な豊岡市を担う部署がたくさん入っていると

いう場所になります。そういう意味では、皆さん一

人一人のお考えなり、お力をしっかり発揮していた

だくことが豊岡市のためになるというふうに思い

ますので、ぜひともよろしくお願いします。 

 また、行政関連視察が２年ぶりに解禁という形に

なっております。そういう意味では、各課の皆さん

からぜひあのまちを見といてほしいとか、そういう

情報提供がありましたら、正副でもよろしいですし、

また、事務局のほうにそういった情報を提供いただ

ければというふうに思いますので、どうぞよろしく

お願いします。 

 それでは、暫時進めてまいります。 

 また、本日の議事の進行についてですが、建設経

済委員会審査と予算決算委員会に係る建設経済分

科会審査を適宜切り替えて行いますので、ご協力を

お願いいたします。 

 それでは、協議事項１番、付託・分担案件の審査

に入ります。 

 当委員会は、多くの付託案件を抱えておりますの

で、委員の皆さん、当局の皆さん、質疑、答弁、ま

た、説明に関しましてもくれぐれ要点を押さえ、簡

潔明瞭に行うなど、スムーズな議事進行に格別のご

協力をお願いいたします。 

 また、委員会での発言は、委員長の指名の後、発

言者名を名のって、マイクを使用してから行ってい

ただきますようにお願いいたします。 

 まず、報告第４号、専決処分したものの承認を求

めることについて、専決第６号、損害賠償の額を定

めることについてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 建築住宅課、山本課長。 

○建築住宅課長（山本 正明） それでは、まず１つ

目、９ページをご覧いただきたいと思います。報告

第４号、専決処分したものの承認を求めることにつ

いてご説明申し上げます。 

 本件は、地方自治法の規定によりまして専決処分

しましたので、同法の規定により議会へご報告し、

承認をお願いするものでございます。 

 １１ページをご覧ください。専決第６号、損害賠

償の額を定めることについてご説明申し上げます。 

 本件は、令和４年３月２６日、午前９時頃、豊岡

市出石町福住１３２０番地、市営福住住宅の駐車場

内において発生した物損事故でございまして、令和

４年４月２８日付で専決処分したもので、内容は本

会議で部長からの説明のとおりではございます。 

 若干補足しましたら、市営福住住宅の屋根瓦、こ

れが強風にあおられ落下、そして、隣接します駐車

場に駐車中に車両を損傷させたものでございます。

損害賠償額は８４万１，５００円で、過失割合につ

きましては、市が１０割、なお、損害賠償額につき

ましては、市営住宅の施設賠償責任保険、こちらに

て全額対応済みとなっております。 

 この今回の物損事故を受けまして、市営住宅の屋

根の一斉点検などを行い、安全は確認しております。

今後とも不良箇所の早期発見を行い、施設の安全管

理に努めてまいりたいと考えておりますので、格別

のご理解いただきたいと思います。誠に申し訳ござ

いませんでした。よろしくお願いします。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） ちょっと確認です。これ、説

明もして、今もしていただいたんですけど、この市

営住宅の屋根瓦が落ちて、こうやって賠償額も決定

して、和解もできたわけですけど、ほかの市営住宅

の再点検の結果はどうだったんでしょうか。そして、

市営住宅、全部で何棟あって、今使われておる住宅

は何棟、その全ての点検の結果を教えてください。 

○委員長（清水  寛） 山本課長。 
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○建築住宅課長（山本 正明） まず、対象物件とし

ましては、今、建築住宅課所管の分としましては、

４０団地、９７０戸ございます。用途廃止予定とか

いう形の中で、一部空き室なんかが大きくなってお

るところもございますけども、まだ団地でゼロ入居

というところはまだございませんので、今回のこの

対象物件につきましては、この事故を受けまして、

気になるところは緊急点検、即やり、そして、実際

のところは、一応全棟、４月の中におきまして、全

棟確認、目視ということになるんですけど、特にち

ょっと気になるところは高所作業車なんかも使い

ながら点検をして、特段大きく懸念されるというと

ころは確認はしておりません。毎年定期点検いうこ

とで、１年に一遍はずっといろんな点検、定期的に

やっとんですけども、今回はちょっとイレギュラー

で前倒しで、これを受けて動きを取ったというのが

現状でございます。以上です。 

○委員長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 今市営が４０団地、９７０戸

という説明をいただきました。そして、４月に全部

点検をしたということで、問題はなかったというこ

とでありました。 

 そして、１年に一度点検をしているということで

したけど、この落下した住宅の点検はいつだったん

でしょうか。そして、そのときの結果はどうであっ

たかも含めてお願いします。 

○委員長（清水  寛） 山本課長。 

○建築住宅課長（山本 正明） 先ほど申しました毎

年定期点検やっているといったやつ、過去につきま

しては、去年は１０月に実施しております。そうし

たその中において、当然定期点検いうたって、目視

が中心になってくる、あと、打診とかいうこともあ

りますけども、その中においては、今回の事案のと

ころのそのものについては、危険とかいう状況は確

認はできていなかったと、そのとき何かあったのか、

なかったかも正直言って分からないんですけども、

昨年１０月の定期点検時におきましては、当然何か

問題があるとなれば緊急対処とかいうことがござ

いますけども、そういう事案にはなっておりません。

以上です。 

○委員長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 昨年の全棟の点検結果と、今

回の緊急点検の結果を一覧で出していただけませ

んでしょうか。委員長からちょっと資料提出をお願

いします。 

○委員長（清水  寛） 今、委員からありましたけ

ども、資料提出は大丈夫でしょうか。 

 山本課長。 

○建築住宅課長（山本 正明） 隠すとか、そういう

あれじゃなしに、とんでもないボリュームになるん

ですけどね。 

○委員長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 詳細点検結果を求めているわ

けじゃありません。毎年点検をされておるというこ

とでありましたんで、その全棟の点検がよかったか

悪かったのか、悪かったなら何が悪かった。今回の

緊急点検結果は、再確認されたということでしたの

で、その点検結果を当然資料として残っとるんで、

その概略を教えていただきたいということを言っ

てます。委員長から再度、資料提出をお願いします。 

○委員長（清水  寛） 今、西田委員が言われた内

容ですけども、対応のほうはどのようでしょうか。 

 山本課長。 

○建築住宅課長（山本 正明） 点検の全量となると、

すごいあれですけど、何らかの形でちょっと、当然

整理されておるものはございますので、何らかの形

で提供させていただければと思います。 

○委員長（清水  寛） それでは、概要ということ

で、よろしくお願いしたいと思います。 

 よろしいですか。 

○委員（西田  真） はい。 

○委員長（清水  寛） ほかにございませんでしょ

うか。 

 そうしましたら、質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） お諮りいたします。本件は、

承認すべきものと決定してご異議ありませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認めます。よっ

て、報告第４号、専決第６号は、承認すべきものと

決定しました。 

 次に、第４９号議案、市道路線の変更についてを

議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 建設課、北村参事。 

○建設課参事（北村 省二） 議案書の１０１ページ

をご覧ください。 

 第４９号議案、市道路線の変更について、去る６

月３日、本会議で都市整備部長が提案説明したとお

りですが、少し補足をさせていただきます。 

 本案は、市道向日置墓地線について、市道路線を

変更するため、道路法の規定により、議会の議決を

求めるものです。 

 変更する理由ですが、国が行っています日置地区

浸水対策事業において、円山川右岸の日置地区堤防

整備工事に伴い、市道向日置野山線の付け替え工事

が実施されます。その影響により、接続する当該路

線、市道向日置墓地線の起点を変更するものです。 

 １０５ページをご覧ください。市道の起点位置が

日高町日置字法尺谷５３９番１から５３５番２に

変更となり、路線延長が１４２．２メートルから１

９１．２メートル、４９メートルの延長増になりま

す。 

 説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 質疑を打ち切ります。 

 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認めます。よっ

て、第４９号議案は、原案のとおり可決すべきもの

と決定しました。 

 続いて、第５０号議案、物件購入契約の締結につ

いてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 建設課、冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 議案書の１０７ページを

ご覧ください。第５０号議案、物件購入契約の締結

についてです。 

 本件につきましては、本会議で都市整備部長が説

明しておりますが、若干補足をさせていただきます。 

 本件は、除雪グレーダーの購入につきまして、議

会の議決を求めるものです。 

 今回更新予定の除雪グレーダー３．１メートル級

につきましては、購入後２５年が経過し、老朽化し

ているため更新するものです。除雪作業におきまし

ては、日高地域に配置する計画としております。 

 説明につきましては以上です。よろしくご審議い

ただきますようお願いいたします。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） １点だけ確認させてください。

こういう除雪グレーダーとか、建設機材、いろいろ

とあるんですけど、大体耐用年数は、その機器によ

って違うんでしょうけど、大まかにどんな感じか説

明をしていただければと思います。 

○委員長（清水  寛） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 耐用年数、標準的には決

まっておりまして、本件の除雪グレーダーにつきま

しては、一応１６年ということになっています。あ

と、そのほか、いろんな建設機械があるのですが、

ダンプトラックであれば、例えば１０年とかという

ような格好で、標準的には決められております。除

雪グレーダー、今回のグレーダー等につきましては、

使用頻度があまり少ないので、耐用年数１６年とい

うことになっていますが、本市ではおおむね２０年

を経過した車両を走行距離等を勘案して更新を行

っています。以上です。 

○委員長（清水  寛） 西田委員。 
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○委員（西田  真） 当然、使用頻度にもよって違

うことですし、トラックでいったら走行距離や何か

にも当然関わってくるわけですけど、それの今見て

おられる一覧ちゅうのは提出可能な資料でしょう

か、いかがでしょうか。 

○委員長（清水  寛） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 今私が見ております資料

につきましては、防災のほうの委員会でも提出させ

ていただいていますので、提出は可能です。 

○委員長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 防災でも出されとるか知りま

せんけど、ここ、建設経済委員会ですので、その耐

用年数の一覧を資料提出、委員長のほうからよろし

くお願いします。 

○委員長（清水  寛） それでは、よろしくお願い

します。 

 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 更新計画でよろしいです

か、防災のほうで出させていただいているのと同じ

ものを出させていただこうと思っておりますので、

そこに耐用年数も記載させていただいております

ので、それでお願いをいたします。 

○委員長（清水  寛） よろしくお願いします。 

 ほかにございませんか。 

 それでは、質疑を打ち切ります。 

 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認めます。よっ

て、第５０号議案は、原案のとおり可決すべきもの

と決定しました。 

 次に、第５１号議案、物件購入契約の締結につい

てを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 都市整備課、久田課長。 

○都市整備課長（久田  渉） １０９ページをご覧

ください。第５１号議案、物件購入契約の締結につ

いて。 

 本会議で都市整備部長が説明をしたとおりです

が、補足としまして、具体的には但東町のイナカー

河野辺線で使用している車両について、老朽化の進

行に加え、合橋と高橋小学校の統合により乗車人員

の増員が見込まれるため、４４人乗りの中型バスを

今回購入するものです。 

 説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） すんません、同じことなんで

すけど、前のやってるのは年数をどれぐらいかいう

ことを聞いていただきたいのと、この４４人乗りで

対応は大丈夫、対象人数は何人ぐらいかいうのをち

ょっとお示しいただければと思います。 

○委員長（清水  寛） 久田課長。 

○都市整備課長（久田  渉） まず、現在のところ、

平成２０年に購入してまして、１３年が経過してお

ります。走行距離は４２万キロを超えてましてとい

うことが１点と、それから、４４人の人数の確認な

んですけども、高橋小学校の小学生の子供が２９人

で、スクールだけじゃなく、一般の人の混乗で、一

般の人も乗り合いますので、それを加味すると、こ

の４４人乗りの１つ下は、もう２５人乗りになりま

すので、おのずから、もうこの４４人乗りになって

しまうということで、小学生が２９名ということで

す。以上です。 

○委員長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 結構です。以上です。 

○委員長（清水  寛） ほかにございませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 今まではどの規模のバスだっ

たんでしょうか、中型だったんでしょうか。 

○委員長（清水  寛） 久田課長。 

○都市整備課長（久田  渉） 今までは、３７人乗

りのバスを、今回その４４人に乗り換えるというか、

購入し換えるということです。以上です。 
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○委員（須山 泰一） 分かりました。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

○委員（須山 泰一） はい。 

○委員長（清水  寛） ほかございませんか。よろ

しいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） そしたら、質疑を打ち切り

ます。 

 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認めます。よっ

て、第５１号議案は、原案のとおり可決すべきもの

と決定しました。 

 続いて、第５７号議案、豊岡都市計画事業稲葉川

土地区画整理事業施行条例を廃止する条例制定に

ついてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 都市整備課、久田課長。 

○都市整備課長（久田  渉） １６７ページをご覧

ください。第５７号議案、豊岡都市計画事業稲葉川

土地区画整理事業施行条例を廃止する条例制定に

ついて、本会議で都市整備部長が提案したとおりで

す。 

 説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 稲葉川ということは、ヒラキ

の辺り、浅倉、赤崎の辺りだと思いますけど、具体

的にどこからどこまででしょうか。 

○委員長（清水  寛） 久田課長。 

○都市整備課長（久田  渉） 日高町の旧の水道事

業所の道路挟んだ辺りからヒラキまで、稲葉川の川

沿いを囲ったような区画でございまして、面積は２

７．９ヘクタールぐらいのことで区画整理を行って

おります。以上です。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 円山川の整備事業はまだまだ

ですかね、ちょっと話が替わりますけど。 

○委員長（清水  寛） 久田課長。 

○都市整備課長（久田  渉） 円山川のほうは国の

ほうで、特に今の岩中と宵田の神社の後ろ辺りで、

堤防工事や河川工事をやってると思うんですけど、

それ以上の詳しいことはちょっとわかりません。国

のほうも堤防の工事、河川工事やっております。以

上です。 

○委員（須山 泰一） いいです。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

○委員（須山 泰一） はい。ありがとうございます。 

○委員長（清水  寛） ほか、ございませんでしょ

うか。よろしいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） それでは、質疑を打ち切り

ます。 

 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認めます。よっ

て、第５７号議案は、原案のとおり可決すべきもの

と決定しました。 

 次に、豊岡市給水条例の一部を改正する条例制定

についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 水道課、谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 議案書１７１ページをご

覧ください。第５８号議案、豊岡市給水条例の一部

を改正する条例制定についてご説明いたします。 

 内容につきましては、本会議で部長が説明したと

おりでございますが、少し補足説明いたします。 

 １７６ページをご覧ください。新旧対照表でご説
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明いたします。水道料金の単価は給水条例の別表第

２に定めており、新旧対照表では、左に現行料金を、

右に改正案を載せています。まず、新旧それぞれ、

表の左側の基本料金でございますが、メーター口径

１３ミリから１００ミリまで、全ての口径で５０％

程度の値上げといたします。次に、右側の従量料金

でございますが、用途を４種類に分けているうち、

一般につきましては、１０立方メートルまでの分、

６６円を８２．５円に、１０立方メートルを超え２

０立方メートルまでの分は１３２円を１３７．５円

に、２０立方メートルを超え３０立方メートルまで

の分は１３７．５円を１４３円にそれぞれ値上げを

しています。続きまして、公衆浴場につきましては

７１．５円を７７円に、豊岡中核工業団地は７７円

を８２．５円に、城崎町湯島財産区営浴場につきま

しては１３２円を１４３円にそれぞれ値上げをし

ています。 

 この内容は、先の令和３年１２月議会で提案し、

本年２月臨時会にて撤回を承認いただいたものと

同じとなっております。 

 これまでの説明の繰り返しになりますが、２月の

議案撤回後、水道料金改定の必要性と市民生活への

影響を考慮して、再検討をしてまいりました。５月

の全員協議会で説明させていただいたとおり、改定

時期は令和５年４月１日、改定内容は、昨年１２月

議会の提案と同じ内容の平均改定率１７．３％と方

針を定め、今議会に提案させていただいたものです。 

 説明は以上です。よろしくお願いいたします。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） 何点かお聞かせをいただきた

いと思います。 

 昨年の１２月議会で提案されて、経審を建設経済

委員会ではして、市民説明会とか、その辺もこちら

サイドでさせていただいたところであります。そし

て、２月に議案の撤回ということになりまして、今

議会、６月議会で再提案という運びでなって、今回

に至っとるわけですけど、本来なら、６月議会の提

案ではなく、いろんな議員も言っとられましたけど、

９月の再提案が時期的にはいいんだろうと、これを

６月で決定して、市民周知するという流れはいかが

なものかということもありますし、そういうことを

踏まえまして、まず、６月議会で提案されとるんで

すけど、市内経済の動向をどういうふうに見とられ

るか。 

 また、コロナの感染状況は今は下回っていますけ

ど、また以前のようにコロナ感染が拡大した場合の

対応をどう考えるか。 

 そして、工業団地の給水、これは一般財源から毎

年繰り出しをしておりますけど、その辺の、今議会

で市長のほうもこれからまた、指示をしたというこ

とで、これからスタートだということも答弁されて

おりますけど、今後どのようなことをやっていくの

か。 

 そして、市民周知の再徹底、これは議案が通って

から説明をしますということでありましたけど、そ

ういうことではなしに、市民周知の再徹底は、必ず

これは必要だと思っております。これは６月議会で

通れば、後の説明になるということになりますけど、

その辺の考え方、詳しく説明をしていただきたいと

思います。以上です。 

 そして、１８．３から１７．３ですね、その辺の。 

 そして、７００平方キロのこの広範囲な市域であ

りますんで、その辺の、埋設管も含めて、機材も含

めて、今後の給水の在り方を将来的に、１０年、２

０年後もどういうふうにやっていくのか、その辺も

含めて、説明をお願いしたいと思います。以上です。 

○委員長（清水  寛） 答弁を求めます。 

 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） まず、今回、６月への提

案ということですけども、部長が、本議会でもご説

明させていただいたと思います。やはり経済状況と

いうか、物価の高騰もあります。交通機関では、こ

の４月、この春に来年の値上げというのを出されて

いるということもありますけども、昨年１２月の議

会提案から半年たってしております。先ほどの物価

高騰等も市民の皆さん、不安な分だと思います。そ
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の中で水道料金どうなっとるんだということも不

安材料の一つであろうかというふうに考えており

ます。なので、今後、９月の提案ということもあり

ますけども、９月まで置いたままということにする

のではなくて、やはり早い時期に水道料金どうなる

んだということをお示しさせていただけたらとい

うところで、この６月に提案をさせていただいてい

るところでございます。 

 市内経済のほうですけども、数字的には、すみま

せん、持ち合わせをしておりませんけども、この連

休につきましても、それなりの観光客といいますか、

人の動きはある程度あったのではないかというと

ころで、少しずつ回復してきているのではないかと

いうふうに考えておるところでございます。 

 それから、市民周知の関係です。やはり市民周知

につきましては、説明会というものは昨年度は、審

議会の考え方というもので説明をさせていただい

ております。また、議会であったり、その他、区長

さん等の市政懇談会等でも、また、ホームページ

等々、いろんな媒体を用いまして、それぞれ説明を

させていただいているところでございます。今後に

つきましては、説明会ということではなくて、結果

をお示しして、今後どうなるのかというところでお

示しさせていただけたらというふうに思っており

ます。また決定いただけたら、そこでまた改めて決

定の内容ということで、ホームページ等、各種媒体

を用いまして、お知らせしてまいりたいというふう

に考えております。 

 検討での１８．３％、当初の提案どおり１７．３

にしたというところですけども、やはり経済状況、

コロナ等で物価も高騰している、ロシアの関係もあ

るということですけども、特にロシアの関係でいき

ます物価の高騰につきましては、先行きが見えない

というところで、今後、国もそれなりの経済対策を

打っているということもございます。今後、上がっ

ていくということであれば、やはりそれは見なけれ

ばならないかなというふうに思いますけども、先行

きが、その国等の経済対策の中で下がるかもしれな

いというところでいくと、やはり現状の検討させて

いた中で１７．３というのが、現在の考え方として

は適正ではないかというふうに考えております。 

 工業団地の関係につきましては、環境経済のほう

でお願いしたいと。 

○委員長（清水  寛） 冨岡課長。 

○環境経済課長（冨岡  隆） 中核工業団地につき

ましては、一般質問の際に部長が答弁したとおりで

ございまして、これから現状の共有認識をとにかく

先方と始めたいなというところで、近日中に、今の

この状況ですとか、今の水道料金の仕組みから３０

年以上経過してきている中で、いろんな時代の変化

なども説明をしながら、丁寧に協議をしていきたい

というところで、検討の緒に就いたという段階でご

ざいます。以上です。 

○委員長（清水  寛） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） すみません、一つ、今後

の給水の在り方というところで漏らしておりまし

た。すみません。 

 基本的なところでいきますと、現状の給水という

のは維持していかなければならないというふうに

考えております。ただ、人口減少であったり、有収

水量の低下というところもありまして、それぞれ施

設の更新等を行うときには、ダウンサイジング等が

できるものはしていくというふうなところは考え

ながら、水の需要等を考慮して検討してまいりたい

というふうに考えております。以上です。 

○委員長（清水  寛） あと１点、ちょっと答弁い

ただいてない部分で、コロナの感染状況についての

対応についてというのが聞かれてますけど、その点

についてはいかがでしょう。 

 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 失礼しました。 

 感染状況につきましては、ここ最近は豊岡健康福

祉事務所管内、１桁というところで落ち着いてきて

いるのかなというふうに思っております。今後いろ

いろと規制が緩和されていく中で、それが確保でき

るのかどうかというところは、不安視される部分も

あろうかと思いますけども、過去のように急激な拡

大というのは起こらないんではないだろうかとい
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うふうに、希望的な観測の部分でありますけども、

個人的には思っておるところでございます。ただ、

そうなった場合に水道料金どうするかというとこ

ろになろうかと思いますけども、やはり水道事業と

しまして、こういった水道事業の経営的にも切迫し

た状態にもなってきておるという中で、ある程度の

ところは、状況を見ながらということではなく、料

金改定としては進めさせていただかなければなら

ないんではないかというふうに考えております。 

○委員長（清水  寛） ありがとうございます。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） いろいろと説明していただき

ました。改めてですけど、説明していただきました。 

 繰り返しの同じような答弁でありますけど、それ

ぐらいしかできないだろうなと思っていますけど

も、やはり一般市民の方が心配されとるのは、この

景気が落ち込んでいる、皆さんもその辺は十分認識

はされておると思います。そして、設備の維持、こ

れはもう全ての市民に水道は供給しなければなら

ない、これは当然のことでありますんで、その辺の

葛藤は当然あると思います。私もそれは当然思って

いるわけでありますし、市民からしたら料金値上げ

はちょっと待っていただきたい、当局からしたら水

道設備や何かでちゃんと更新せんなんから、水道料

金を上げていただきたい。当然それはそれぞれの考

え方で当然でありますけど、やっぱり多くの市民が

物価の高騰とかコロナ感染とか、その辺。そして、

市民周知も行かれないほうが悪いようなことじゃ

ないんで、いろんな媒体通して、市民への周知は再

徹底をする必要があると思いますんで、その辺はし

っかりやっていただきたい。そして、一般市民がま

だ工業団地の供給のことはあんまり分からない方

もたくさんあると思いますけど、その辺も含めて、

全ての市民とか会社とか、公平に公正に給水をして

いただくような周知が必ず必要だと思いますけど、

今後その辺の市民周知、また、その辺の給水のこと

も含めて、工業団地のことも含めて、その辺の再周

知の徹底はどういうふうにされるかをお聞かせい

ただきたいと思います。通り一辺倒な市広報とか、

防災無線で説明するんじゃなしに、もっともっと徹

底的にやっていただきたい、その辺の考え方をお聞

かせいただきたいと思います。 

○委員長（清水  寛） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 考えられることというと

ころは、おっしゃったとおりということだろうと思

います。また、新たにＳＮＳといいますか、ホーム

ページ以外の媒体としましても、市の公式的なもの

を持っておりますので、そういったところも活用し

ながら、載せていきたいと。また、ＦＭジャングル

等の時間もいただきまして、そういった中でもご説

明させていただきたいというふうに考えておりま

す。 

○委員長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） いろいろと市民に説明をする

機会はたくさんあると思うんです。これが決定して

も、決定したらそれでいいんじゃなしに、当然それ、

後に市民周知はされるということはありましたけ

ど、それはもう人数が少ない、多いに関係なしに、

もういろんな箇所で必ず再徹底して周知をしてい

ただきたいと思っております。どれぐらいの箇所で、

どれぐらいの頻度でされる予定があるのか、その辺、

お聞かせいただきたいと思います。 

○委員長（清水  寛） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） すみません、改めまして、

このような会場を持って、これだけの人を集めてと

いう、市民さんを集めてというふうな対象としては、

現在のところは考えておりません。各種の媒体等を

用いまして、また、そういった区長さんの市政懇談

会であったりとか、そういったときに周知をしてい

きたいというふうに考えております。 

○委員長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） そのやり方もいろいろとある

と思うんですね、実際にね。そして、その市長の市

政懇談会や何かで区長さんに説明して、区長さんか

ら各区民に知らせる手順は当然あるわけですけど、

それで、市民周知ができて、理解も得られるという

ことをしなければならないんですけど、その辺のこ

の給水条例の６月の値上げの議案なんですけど、こ
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れは市民の方は納得していただけるという、上がっ

たら従わなければなりませんけど、市民の皆さんは

どれぐらいのパーセンテージで、これは理解してい

ただけると当局として思っておられるか、お聞かせ

いただきたいと思います。 

○委員長（清水  寛） 河本部長。 

○上下水道部長（河本 行正） この春に市長に一緒

に行きまして、市政懇談会、全地区の区長さんを対

象に行われまして、毎回、スライドのページ、相当

な枚数で、現状と、それから提案させていただくと

いうようなことを説明をしました。その結果、皆さ

ん、表決は採っておりませんので、当然のことなが

ら、パーセンテージは分からないんですけども、皆

さん、うなずいておられて、致し方はないんだろう

なというご理解はいただいておるんだなというふ

うには感じております。１会場でしたけども、もう

これは市長のほうが市長総括とかで申し上げたと

おり、しっかりとこのことについて説明をして、ほ

んで、ちゃんと後代といいますか、次の世代に送ら

ないように、先送りしないようにしっかりとやって

くれというご意見などはいただいております。特に

このことについて反対ですというようなご意見は

ございませんでした。少なくとも皆さん、上がるの

は当然嫌なことで、よくないんだけども、人口減少

とか、こういった課題ですね、老朽化、それから耐

震化がやっていかなくてはいけないという部分の

ことにはご理解はいただけておるものだというふ

うに思っております。以上です。 

○委員長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 市政懇談会で、ほとんどの方

が致し方ないだろうと、区長さんがですね。私もそ

のとおりだと思いますし、市民の方も致し方ないだ

ろうなということがほとんどの方がそうだろうと。

それは誰でも上げてほしくないのは上げてほしく

ないんですけど、設備とか、そういう維持をしよう

思ったら、致し方ないだろうということが私も相当

なニーズがあって理解はしていただけるだろうと

思っております。この市政懇談会の一覧は示してい

ただいてますかね、どこどこ会場で何人ぐらいの区

長さんが来られたというのは示していただいてお

るんでしょうか、いかがでしょうか。 

○委員長（清水  寛） 河本部長。 

○上下水道部長（河本 行正） 各会場でちょっと出

欠のほうを全部、私のほうが見ておる、数えてはい

ないんですけども、ほぼ出席だったと思います。３

６０弱地区あると思うんですけども、９割以上は来

られておるんだろうなという感触でした。ちょっと

その出欠につきましては、市政懇談会ですので、各

振興局のほうで把握されておると思いますので、ち

ょっと詳しい数字は持っておりませんけど、そうい

った感触です。 

○委員長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） その市政懇談会の出席のどこ

どこ会場で何人というのは、資料は出せるんですね、

そっちからでもどこからだか分かりませんけど、そ

れは出していただけるかどうか。 

○委員長（清水  寛） 総務委員会じゃないのか。 

○委員（西田  真） そうか、そうか、総務委員会、

了解、了解。その面は、そしたら、分かりました。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

○委員（西田  真） 要望書の結果報告も一緒です

ね、そしたらね。要望書の回答はそちらのほうでさ

れとるんですか。それはどういう状況で、いつ頃さ

れたのか、内容も含めて教えていただきたいと思い

ます。 

○委員長（清水  寛） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 要望書につきましては、

１２月の議会のほうに提出させていただいたとい

うところの回答をそれぞれさせていただいており

ます。６件ございまして、それぞれに５件につきま

して、そのような回答をさせていただいております。

１つ、全日本年金者組合、但馬支部につきましては、

早々に回答が必要だということがありましたので、

そういう予定、これも１２月の中頃ですけども、内

容としては同様ですが、先に回答を送らせていただ

いておる状態だったと思います。５件につきまして

は１２月中下旬にさせていただいておったと思い

ます。 
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○委員長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） この給水条例ちゅうのは、本

当に一般市民にとりまして、本当に命の水の、皆さ

ん、これ、命の水ということはもう当然分かってお

られると思いますので、施設を守らなければならな

いと、いろんなもう葛藤もあったりして、当然値上

げせざるを得ないということも一般の市民、区長さ

ん言われたように致し方ないということもありま

すけど、市民の皆さんに十分説明を徹底していただ

きたい、これはもう第一だと思います。理解をして

いただいて、仕方ないと、致し方ないというような

感じの受け止め方かも分かりませんけど、市民の皆

さんに丁寧な説明を、くどいぐらい、いろんな媒体

を使ってやっていただきたい、これをもうお願いし

ておきますので、よろしくお願いいたします。以上

です。 

○委員長（清水  寛） ほかにございませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 要望書への回答を１２月にさ

れたということについてですけど、出石の皿そば組

合ですか、当組合に対して説明会の開催というふう

なことを求めておられましたけど、そういうのには

どう対応されましたか。 

○委員長（清水  寛） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 個々の対応につきまして

は、させていただいていませんということです。そ

れぞれの団体さんで、説明会やらせていただいた直

後でもありましたし、個々の団体さん等に対する説

明会という活動としてはさせていただいておりま

せんので、そのようにさせていただいております。 

○委員長（清水  寛） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 回答はした、何か文書か何か

で要望に対して回答はしなったということですか。 

○委員長（清水  寛） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） すみません、ちょっと個

別の回答内容につきましては、手元持っておりませ

んので、どういうふうにさせてもらったかというと

ころは確認させていただきたいというふうに思い

ます。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

○委員（須山 泰一） はい。 

○委員長（清水  寛） ほか、ございませんか。 

 米田委員。 

○委員（米田 達也） 先ほどこれから市民説明会な

んかは考えてないというふうな答弁があったかと

思うんですけども、区長さんたちには説明をされる

というようなことを言われてたかと思うんですけ

ども、市民説明会をされないというのはどういった

理由でされないんでしょうか。 

○委員長（清水  寛） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 現在のところは、去年の

説明会につきましても、料金の改定の説明をさせて

いただくというよりは、先ほど申しました審議会の

結果に基づいて、こういう結果が出ましたと。今後

検討させていただいて、議会のほうに投げかけさせ

ていただくというふうな説明をさせていただいて

いたかと思います。そういった流れでの今回はその

まま来ていますので、議会提案のほうをさせていた

だいて、結果につきまして、市民のほうに周知をさ

せていただくというふうな流れになろうかなとい

うふうに考えております。今後につきましては、い

ろんな媒体でのお知らせというふうなことを考え

ておりますけども、その中で、そういったことが必

要であるかということは、また改めて検討もさせて

もらうことになるかもしれません。 

○委員長（清水  寛） 河本部長。 

○上下水道部長（河本 行正） 今のところ、市民説

明会については会場を取って、どうぞ来てください

というふうには考えていないというのは、ちょっと

繰り返しにはなるんですけども、実はこういった中

でもやっぱりマスクをしてこういう対応で、密にな

らんようにとかいうふうな雰囲気の中で、やっぱり

集まっていただけないのかなというのが一番ちょ

っと感じるところでして、実は５年前の下水道のと

きも、参加が８８人でございました。今回８７とい

うことと、それから、議会のほうで開いていただき

ましたこの委員会のときも、やっぱりどうしても傍

聴というのは少なくて、来ていただくよりも、むし
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ろ我々、先ほども繰り返して言ってますように、い

ろんな媒体使って、繰り返し繰り返し何度も周知の

ほうを図っていきたいと。特に今度、今までちょっ

とやってはいなかったと思うんですけども、個別に

検針のときにチラシなども織り交ぜながら、ホーム

ページのほうも充実を図りまして、実は審議中です

ので、あまり前向きに必要ですというのを声を大き

くしては言ってはおらんのですけども、議員全員協

議会の内容でありますとか、逐次ホームページのほ

うにはアップして、新着ということで、関心のある

方は当然見ていただいておると思うんですけども、

そういったのを議会のほうがお認めいただきまし

た後につきましては、一生懸命そういったことで、

できるかどうか分かりませんけど、プッシュ型とい

いますか、そんなんも検討しながらということで。

もし何か議員の方々のほうでアドバイスがあって、

ここをこんなんで行ったほうがいいよとか、あるい

は、やったほうがいいよとかいうことがあれば、ア

ドバイスいただければ、また一生懸命検討させてい

ただいて、皆さんに伝わるように努力は惜しまず一

生懸命やっていきたいと思います。以上です。 

○委員長（清水  寛） 米田委員。 

○委員（米田 達也） ありがとうございました。く

れぐれもよろしくお願いしたいと思います。個人的

な思いとしては、西田議員が全ておっしゃっていた

だいたので、重ねて申し上げることはございません

が、よろしくお願いいたします。以上です。 

○委員長（清水  寛） ほか。 

 荒木委員。 

○委員（荒木慎大郎） 先ほどの市民説明会の話なん

ですけど、いろんな媒体ということだったんですけ

れども、具体的にその媒体を教えていただけますか。 

○委員長（清水  寛） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） ふだん使っているホーム

ページであったりとか、そういったところはござい

ます。あと、ＳＮＳのほうも、ちょっとすみません、

私、あまり詳しくないんですけども……（「ツイッ

ター」と呼ぶ者あり）ツイッターですかね、市のほ

うの公式の媒体もあるということですので、そうい

ったものはできるだけ全てを使っていきたいとい

うふうに考えております。それから、先ほど部長も

言いましたけれども、検針時に各戸へ対してポステ

ィング等も含めまして、させていただきたいと。そ

れから、ＦＭジャングル等での複数回をもって、そ

ちらのほうでも広報をしていきたいというふうに

考えております。あとは、市広報、行政無線等々で

ございます。 

○委員長（清水  寛） 荒木委員。 

○委員（荒木慎大郎） ツイッターはあるんですけれ

ども、インスタグラムは、多分外向けのアカウント

でしかないんですよね。内向けのインスタグラムと

かは使われたりは今後はされないですか。 

○委員長（清水  寛） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） その辺は、今後研究をし

ながら、使えるものは使っていけるようにしていき

たいというふうに考えております。 

○委員長（清水  寛） 荒木委員。 

○委員（荒木慎大郎） 具体的な提案なんですけれど

も、インスタグラムだったり、ユーチューブでのラ

イブの配信ですね。説明会の内容そのまま撮って、

それをアーカイブに残して、配信すれば、恐らくど

の媒体にも使えますので、それをやっていただける

と市民説明会する手間も省けますし、わざわざ集ま

っていただくような手間もないので、携帯一つで説

明会の内容が見れるので、そういった媒体を使って

いただきたいなと思いますが、検討はいかがでしょ

うか。 

○委員長（清水  寛） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 動画的なものも今検討さ

せていただいておるといいますか、勉強させていた

だきながら考えているところでございます。 

○委員長（清水  寛） 荒木委員。 

○委員（荒木慎大郎） 前回の水道料金を上げられる

際は、ちょっと時間がないので、そういったところ

ができなかったということなので、今回は早めにこ

うやって議案を上げていただいて、市民周知を図る

ということを言われてましたので、ぜひともそこは

検討お願いいたします。 
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○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

○委員（荒木慎大郎） はい。 

○委員長（清水  寛） ほか、ございませんか。 

 森垣委員。 

○委員（森垣 康平） すみません、皆さんと重複す

る部分もあるとは思うんですけど、最近、昨今の電

気代料金がこの試算をされたときと比較すると、多

分２０％以上ぐらい上がってると思うんですけど、

この資産維持費ですよね、年で０．５％とするとい

うふうな考え方をされてると思うんですが、正直、

これ、大丈夫なのかなという逆向きの心配をちょっ

としておりまして、大体水道料金は５年でしてると

いうことですけど、実際下水道料金と考えて、１０

年ぐらいで改定をされているというのが過去の実

績だと思うんですけど、先ほど経済対策次第では下

がる可能性もみたいなことちょろっとおっしゃい

ましたけど、僕にはとても下がる要素は今あるよう

には思えなくて、電気代、資材高騰、これはまだま

だ続くような気がしてるんです。これ、１７．３％

で、やはり５年以内に無理でした、またすぐ上げま

すみたいなことをちょっと危惧してるんですけど、

その辺はどうお考えか聞かせ願えますか。 

○委員長（清水  寛） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） おっしゃるとおりです。

検討につきましては、３月までの数字を用いまして

検討させていただいております。４月以降、電気代

等々上がっております。しかし、このタイミングで

ないと、逆にそこを考慮させていただいて、検討し

ていくということになりますと、また一から検討し

ていかなあかんということでいきますと、来年４月

の改定目指すということは不可能だということに

もなります。となりますと、またその分、収入もま

た先送りというふうな格好もなりますので、現段階

でいきますと、来年４月の改定目指していくのが適

切でないかなというふうに考えております。やはり

今回の電気代につきましても、先ほどのウクライナ

のロシアによる侵攻がかなり影響しているという

ところでいきますと、それが収まれば、その計算を

積み上げていったものが、５年間分積み上げれば、

取り過ぎだったんじゃないかというふうなことに

もならないかなというところで、水道事業としては、

現段階でいきますと、簡単に料金改定ができる、上

げます、下げますというふうなことができるんであ

れば、それも可能かと思いますけども、やはりこう

いった審議を得て決めていくということになりま

すと、そう簡単に上げ下げということはできないと

いう中で、このようにさせていただいておるところ

でございます。 

○委員長（清水  寛） 森垣委員。 

○委員（森垣 康平） よく分かりました。先のこと

なので難しいことはよく重々承知なのですが、施設

維持にお金が回らなくて、どこかが破裂したとかい

うことが今後ないようにだけは十分ご配慮してい

ただきたいと思います。以上です。 

○委員長（清水  寛） ほか、ございませんか。よ

ろしいでしょうか。 

 それでは、質疑を打ち切ります。 

 討論ありませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 反対の立場で討論させていた

だきます。 

 年に２．７億円の市民負担の増加という本案です

が、１２月議会に提出された議案と内容的には同じ

であり、変わってるのは施行期日が１年延期となっ

ている点だけだと思います。反対の理由も、基本的

には１２月の議会時と同じです。私は、私たちの会

派、もともと１２月の議会時より期日だけに反対し

ていたわけでなくて、中身についても意見を述べて

きました。中身が変わってない以上、反対せざるを

得ないです。 

 １つ目に、市民への説明の不足、そして、次に、

要望書ですね、旅館組合などからの要望書でコロナ

終息まで延期という要望が出ています。これは収ま

るに束でなくて、もう終わるに息ということで、コ

ロナが本当に終息、終わるまで延期してほしいとい

う要望書でした。そして、引上げ案の中身ですけど

も、３０立米以下という使用量の少ない世帯での値

上げになっているということです。そして、水道と
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いうのはライフラインでして、これはサービスを受

ける受けないは選択できないわけでして、増税に等

しいのではないかと思います。そして、先ほどもあ

りましたけど、資産維持費という問題があります。

これは減価償却費の二重取りではないかと、そうい

う声があります。そして、今後も段階的な引上げが

予定されていると。そういう点、以上の点に加えて、

２月に撤回となった後、市民生活の状況が改善した

とは言えない、要するに新しく物価高騰という問題

が起きてまして、政府の対応は不十分であると考え

ています。この６月議会で決めてしまうのは時期尚

早だと思います。 

 議会では、地方創生臨時交付金が活用可能と言わ

れました。もしくは、基金の活用も含めて、市民負

担軽減策を取れば、さらなる延期ですとか、この１

７．３％という引上げ幅の縮小が可能となるのでは

と思います。市民負担の軽減のさらなる検討を求め

て反対討論とします。以上です。 

○委員長（清水  寛） ほかに。 

 石田委員。 

○委員（石田  清） 賛成討論します。 

 負担を後年度に先送りせず、安全で安定的な水道

事業を維持し、給水サービスを確保するために、市

民負担をお願いすることはやむを得ないと考えま

す。先ほどからの議論の中でも出てきた意見であり

ます。 

 なお、これもほかの委員の中からも出ておりまし

たけれども、コロナ禍の影響がまだ残っております

し、物価高騰が生活の負担を増しております。市民

の十分な理解が得られるよう、説明の機会、時間を

持つよう求めますが、国、県、そして、市において

は、総合緊急対策として、原油価格高騰等対策、原

油価格高騰対策、資金繰り支援、市民生活への影響

の緩和など、広範囲にわたる対策が講じられており

ます。このような状況にあってもなお、施設の改築、

更新等も控える中で、市民生活に配慮しながら、水

道事業の維持と給水サービス確保のため、受益者で

ある市民に負担をお願いすることは妥当と考えま

す。 

 よって、今回の水道料金の改定には賛成します。

以上です。 

○委員長（清水  寛） 賛成、反対の意見がありま

すので、挙手により採決をいたそうと思います。 

 本案は、原案のとおり可決すべきことに賛成の委

員の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○委員長（清水  寛） 賛成多数により、第５８号

議案は、原案のとおり可決すべきものと決定しまし

た。 

 ここで建設経済委員会を暫時休憩します。再開は

１０時３５分。 

   午前１０時２５分 委員会休憩 

──────────────────── 

   午前１０時３５分 分科会開会 

○分科会長（清水  寛） それでは、ただいまから

建設経済分科会を開会します。 

 まず、報告第４号、専決処分したものの承認を求

めることについて、専決第８号、令和３年度豊岡市

一般会計補正予算（第２１号）を議題といたします。 

 当局の説明は、所管事項に係る部分について、歳

出、歳入、地方債補正の順に説明をお願いします。 

 なお、本専決においては、事業費確定等に伴う財

源更正のみの部署については、説明を省略しますの

で、ご了承願います。 

 財源更正以外の補正予算のある部署、あるいは特

に説明を要する事項のある部署はございますか。 

 それでは、質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（清水  寛） 質疑を打ち切ります。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（清水  寛） 討論打ち切ります。 

 お諮りいたします。本件は、承認すべきものと決

定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（清水  寛） 異議なしと認めます。よ

って、報告第４号、専決第８号は、承認すべきもの

と決定しました。 



 14

 次に、第６１号議案、令和４年度豊岡市一般会計

補正予算（第３号）を議題といたします。 

 当局の説明については、所管事項に係る部分につ

いて、課ごとに歳出、歳入、債務負担行為補正及び

地方債補正の順に説明をお願いします。 

 まず、建設経済部から説明願います。 

 環境経済課、冨岡課長。 

○環境経済課長（冨岡  隆） 議案書の２３１ペー

ジをご覧ください。２３１ページの一番下の枠のと

ころでございます。ＩＴ関連事業所開設支援事業費

の増額補正の関係です。これにつきましては、ＩＴ

関連企業の誘致促進のために、事業所開設に係る経

費の一部を補助する、そういう事業です。５４０万

円の増額をお願いしておりますが、２つの理由によ

るものです。１点目は、当初予算では、２事業者分

を予算措置をしていただいておりますが、もう１社、

本市での開設を検討されている事業者があります

ので、１事業者分の補助金を増額するため、金額は

２４０万円となっています。２点目は、本事業は、

兵庫県にも同様の補助制度がございますが、本年度

から県の補助率が２分の１から４分の１に急遽変

更されました。これを受けまして、他市町に先駆け、

いち早く本市独自の支援を打ち出すことによりま

して、誘致の実現に結びつけられるよう、補助金の

増額を図りたいというものです。具体的には、地域

の活性化や地域課題の解決に資するための事業活

動に対して、現補助制度では、上限を１００万円と

しておりましたが、さらに１００万円を増額をして、

補助の上限額を２００万円にしたいというもので

す。３事業所分となりますので、３００万円となり

ます。これらによりまして、合計５４０万円の増額

をお願いしているものです。財源は一般財源となっ

ております。 

 説明は以上となります。 

○分科会長（清水  寛） 次、大交流課、宮垣課長。 

○大交流課長（宮垣  均） 議案書の２３１ページ

をご覧ください。上から３つ目の枠です。城崎国際

アートセンター管理費です。２項目があります。一

つは、アートセンター敷地内にある街灯の撤去につ

いてです。経年劣化のため腐食が進んでいる街灯４

本を危険防止のための撤去を行うものです。撤去作

業費１９万２，０００円を計上させていただいてお

ります。もう一つは、この４月にテレワーク拠点、

ＷＯＲＫＡＴＩＯＮ ＩＮ ＴＯＹＯＯＫＡ＠Ｋ

ＩＡＣをオープンした城崎国際アートセンターに

おいて、その使用料などの支払いにキャッシュレス

決済環境を導入し、利用者のサービス向上を図るこ

とを目的としておりますものです。その導入と決済

手数料１２万１，０００円を計上し、合計３１万３，

０００円を計上させていただいております。 

 続きまして、２３９ページをご覧ください。太枠

の上から３つ目です。観光事業費、２つの事業を上

げさせていただいております。１つ目、観光ＤＸ基

盤へのＣＲＭ機能の付加についてです。２０２１年

度に整備しました観光ＤＸ基盤に顧客管理や販売

促進につなげるデータとして活用するための予約

管理システムの共通化と、それから、ＣＲＭ機能の

付加に取り組みます。委託料３，０００万円を計上

させていただいております。２つ目です。新型コロ

ナウイルス感染症の影響により打撃を受けた地域

の回復に向け、リニューアルオープンする玄武洞を

活用して、閑散期における観光需要の取り込みと市

内宿泊への誘導を図る玄武洞ライトアップ事業で

す。週末イベントも併せて実施し、市内外の方々に

来園していただくことを考えております。報償金と

して２００万円、それから、委託料として７７１万

２，０００円の計９７１万２，０００円を計上させ

ていただいております。 

 続きまして、玄武洞公園管理費です。玄武洞のリ

ニューアルオープンに際して、完成記念式典を開催

する費用７６万５，０００円を計上させていただい

ております。 

 歳入について説明させていただきます。 

 ２２５ページをご覧ください。太枠、上から２つ

目の上から６つ目の枠、まず、アートセンターのキ

ャッシュレス決済環境導入に関して、文化芸術振興

費補助金のうち４万９，０００円を充当しておりま

す。また、上から７つ目の枠、地方創生臨時交付金
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のうち３万９，０００円を充当しております。 

 続きまして、太枠の２つ目の上から３つ目になり

ますが、当初予算２，０００万円に観光ＤＸ推進緊

急対策事業費補助金１，０００万円を１０分の１０

で追加しまして、合計３，０００万円の予算となり

ます。 

 また、当初、観光ＤＸ推進緊急対策事業費補助金

２，０００万円で予定していました地域アプリの開

発につきましては、新たに上から１つ目の枠、デジ

タル田園都市国家構想推進交付金のうち１，０００

万円と、それから、上から７つ目の枠、地方創生臨

時交付金のうち１，０００万をそれぞれ１０分の１

０で充当しております。 

 さらに、地方創生臨時交付金のうち９７１万２，

０００円を玄武洞ライトアップ事業に１０分の１

０で充当しております。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 次に、コウノトリ共生部、

お願いいたします。 

 農林水産課、柳沢課長。 

○農林水産課長（柳沢 和男） それでは、２３７ペ

ージ、説明欄をご覧ください。歳出予算です。下の

囲みの１行目、農業振興事業費は２，０８６万９，

０００円の増額です。まず、補助金は、２，０７０

万４，０００円で、強い農業・担い手づくり総合支

援事業８３２万１，０００円は、国の補助金を活用

し、農業機械、施設の導入を支援する事業です。６

事業体からの申出を受け、現在、県へ要望を行って

おります。事業採択のない段階での予算要求となり

ますが、世界的な部品供給の遅延により、納品まで

時間がかかることなどが懸念されるため、事業期間

を長く取りたいというふうな観点から、事業採択の

状況ではございませんけれども、その採択案件を速

やかに実施できるよう、今回の提案とさせていただ

きたいと思っております。なお、不採択となった事

案がありましたら、９月議会での減額補正の対応を

取らせていただきたいと思いますので、そのことも

加えてご了承いただきたいと思います。なお、この

事業によります市からの予算の持ち出しはござい

ません。 

 次に、雪害被災施設復旧事業費１，１３８万３，

０００円は、昨年１２月からの降雪により、倒壊な

どの被害が出た農業用ビニールハウス等の復旧を

支援するものです。県が昨年と同様の制度で対応す

る方針ですので、市も随伴補助する形で支援したい

と考えます。対象数は約２０棟程度を見込んでおり

ます。事業費は、県の負担が９分の４で７５８万６，

０００円、市の負担分が９分の２で３７９万７，０

００円、残りの９分の３は本人負担というふうな状

況になります。 

 次のスマート農機シェアリング推進事業費１０

０万円は、国の事業を活用し、スマート機械等の共

同利用を行う事業体を支援するものです。具体的に

は、リモコン式草刈り機の購入をお考えの事業体が

ございますので、そちらの支援というふうな考えで

ございます。なお、こちらも市からの持ち出し予算

はございません。 

 続いて、利子補給金です。美しい村づくり資金の

利子補給金として１６万５，０００円の計上です。

コロナウイルス感染症による影響により、貸付けを

受ける農業者に対し、県と市で３年間の無利子化、

その後、利子の一部を支援する事業でございます。

この利子補給制度の適用は２０２１年度末で終了

とされておりましたが、県が制度を継続されたこと

に伴い、市も協調して支援するというものでござい

ます。 

 次は、その下、法人化・高度化促進施設整備事業

費は１７７万３，０００円の増額です。補助金とし

て事業体の法人化等を支援するという事業で、今回

はコンバインの購入をしたいという事業体がござ

いますので、その分の事業になります。事業費の３

分の１を県が支援する額を計上し、市からの持ち出

し分はございません。 

 続いて、その下、有機農業産地づくり推進事業費

は、新規に２５０万円を計上するものです。２３９

ページにかけて記載しておりますけれども、これは

国のみどりの食料システム戦略推進交付金、定額の

補助になりますけれども、こちらを受けて行う事業

で、有機農業の取組を推進する目的で実施をします。
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具体的には、市内の学校給食に安心・安全な無農薬

米を提供しようと今年度は試験的取組として、１か

月間を現在の減農薬米から無農薬米の提供に切り

替えたいと考えております。これに付随をしまして、

取組構想の検討委員会の設置、先進地視察、学校で

の生き物調査などの活動経費を加えて、事業実施を

したいと考えております。仮に年間の学校給食用米

の全量を無農薬米に変更できたとすれば、約９０ト

ンが必要となる試算をしておりまして、栽培面積に

換算しますと２０ヘクタールほどが無農薬栽培と

して増えるということになる想定をしております。

無農薬米栽培の拡大にも寄与するものと考えてお

ります。 

 続きまして、２３９ページをご覧ください。上の

囲みの２段目、基盤整備促進事業費です。内町地区

の圃場整備事業において、事業費の整理により、整

備工事費１００万円を減額し、電柱移転に係る補償

金を１００万円増額するというふうな内容でござ

います。 

 続いて、真ん中の囲み、水産業振興事業費は、２

２万８，０００円の増額です。先ほどの美しい村づ

くり資金の利子補給金と同様に、漁業者向けの豊か

な海づくり資金も県が制度適用を継続されたこと

に伴い、市も協調して利子補給金として支援するも

のでございます。 

 次は、２２７ページをご覧ください。歳入予算で

ございます。 

 上の囲みの２段目、県支出金の農林水産業費県補

助金です。歳出で説明をしました予算に係るもので

ございます。まず、１番目の法人化促進総合対策事

業費補助金は１７７万３，０００円、次の強い農

業・担い手づくり総合支援交付金８３２万１，００

０円は、それぞれ事業体の農業機械、施設の導入を

支援する補助金となります。３番目の雪害被災施設

復旧補助事業費補助金７５８万６，０００円は、農

業用ビニールハウス等の復旧支援に係るもので、県

負担分９分の４の部分を歳入するというものでご

ざいます。４番目のみどりの食料システム戦略推進

交付金２５０万円は、有機農業を促進する事業分と

して学校給食用米の無農薬米への転換を進める事

業に係るものでございます。一番下のスマート農機

シェアリング推進事業費補助金１００万円は、事業

体の共同利用に係るスマート機械の導入支援分と

いうことになります。 

 次は、真ん中の囲みでございます。４段目の農林

水産費委託金の基盤整備促進事業委託金です。２０

０万円の増額です。内町地区の圃場整備事業は県営

事業ではございますけれども、市が事業を受託して

実施をしております。今回、事業執行に係る人件費

分として増額補正をするものでございます。 

 続いて、２１６ページをご覧ください。債務負担

行為補正です。農林水産課関係分は、追加の表の２

番目、美しい村づくり資金利子補給事業が１４６万

２，０００円、３番目、豊かな海づくり資金利子補

給事業が２６２万８，０００円を設定するものです。

ともに今年度末までの融資に係る利子補給事業で、

令和１１年度までの償還に対応する内容です。歳出

予算で説明したものに関連するものとなります。 

 農林水産課からは以上です。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、コウノトリ共生

課、宮下課長。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） 歳出ですが、

まず、議案書は２３１ページをお開きください。中

段、コウノトリ文化館管理費です。これは、新型コ

ロナウイルス感染症対策としての文化施設の活動

継続、発展等支援事業に係る補助金を活用し、トイ

レの洋式化及び自動水栓化を実施するものです。館

内外、トイレは１１区画、水栓は４か所を予定して

おります。 

 その下、コウノトリ生息地保全対策事業費です。

これは、兵庫県の地域再生協働員制度に基づく隊員

の受入れに係るもので、市内の環境づくりと地域づ

くりに従事する者１名、９か月分の予算となってお

ります。 

 次に、歳入を説明します。 

 議案書は２２５ページをお開きください。中段の

囲み、下２つになります。先ほど歳出でコウノトリ

文化館のトイレ改修の説明をしましたが、補助率２



 17

分の１に係る文化芸術振興費補助金５３９万３，０

００円と、地方自治体が補助事業者となる場合は新

型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

を活用することができるとのルールに基づく地方

創生臨時交付金４３１万４，０００円を歳入する予

定としています。 

 次に、２２７ページをお開きください。中段、地

域再生協働員設置事業委託金です。こちらも歳出で

説明しましたが、隊員１名分について、兵庫県から

９か月分２１０万円の交付を受けようとするもの

です。 

 最後に、債務負担行為補正について説明します。 

 議案書は２１６ページをお開きください。下から

２段目、ハチゴロウの戸島湿地指定管理料です。期

間は令和５年度から令和９年度までの５年間で、限

度額は４，５３２万円です。管理棟や駐車場の施設

管理に加え、湿地の多様な環境を創出する見試し改

良事業を含んだものとなっております。 

 説明は以上です。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、都市整備部、お

願いします。 

 建設課、冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） それでは、議案書の２４

０、２４１ページをご覧ください。一番上の表にな

ります。まず、道路維持費ですが、市道赤崎江原線

の日高のロックシェッドの工事、それから、市道大

開一日市線の大規模舗装修繕の事業につきまして、

補助金交付決定に伴います財源更正となっており

ます。 

 続きまして、その下の欄ですが、道路新設改良費

です。こちらも城崎の風早線、それから、豊岡地域

の片鍋一日市線、日高地域の藤井中森線、これらの

事業につきまして、補助金交付決定に伴います財源

更正となっております。 

 その下です。雪害対策費です。こちらにつきまし

ては、昨年度の降雪期の消雪設備の稼働状況などか

ら、次期降雪期までに修繕が必要な箇所について対

応するということで、修繕料８００万円の増額補正

をお願いするものです。修繕内容といたしましては、

融雪マットの交換であったり、消雪装置の遠隔操作

盤の修繕、それから、散水ノズルや散水管の修繕、

揚水ポンプの修繕などがあります。 

 続きまして、その下ですが、橋梁維持費です。こ

ちらにつきましても橋梁長寿命化事業の補助金交

付決定に伴います財源更正となっております。 

 その下です。橋梁新設改良費、こちらにつきまし

ては、栃江橋整備事業におきます補助金交付決定に

伴います財源更正となっております。 

 続きまして、歳入になります。 

 ２２４、２２５ページをご覧ください。まず、真

ん中の表になります。土木費国庫補助金です。ちょ

うど表の真ん中辺りですが、まず、説明欄でいいま

すと、社会資本整備総合交付金です。こちらにつき

ましては、道路新設改良費の財源更正に伴います減

額ということになっております。 

 それから、その下の防災・安全交付金です。こち

らにつきましては、道路維持費の大規模舗装修繕の

大開一日市線の関係の財源更正に関連する減額と

なっております。 

 その下の道路メンテナンス事業費補助金につき

ましては、先ほど申しました赤崎江原線のロックシ

ェッド、それから、橋梁維持費の橋梁長寿命化事業、

それから、栃江橋整備事業の財源更正に関連する減

額となっております。 

 続きまして、２２８、２２９ページをご覧くださ

い。一番下の表になります。市債です。土木債とい

うことで、道路橋梁債です。説明欄になりますが、

道路整備事業債ということで、大規模舗装修繕事業

以下５事業につきまして、１，３００万円の増額補

正となっております。 

 それから、その下ですが、橋梁整備事業債、こち

らにつきましては、栃江橋の整備事業、それから、

橋梁長寿命化事業、この２事業につきまして２１０

万円の増額となっております。 

 続きまして、地方債の補正です。２１７ページを

ご覧ください。２１７ページの地方債補正になりま

すが、まず、一番上の道路整備事業費です。こちら

は、先ほど申しました、そこに記載しております５
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事業につきまして、１，３００万円の増額補正とな

ります。それから、その下ですが、橋梁整備事業費、

こちらも栃江橋、それから、橋梁長寿命化事業とい

うことで２１０万円の増額ということで補正をお

願いするものです。 

 建設課からは以上です。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、都市整備課、久

田課長。 

○都市整備課長（久田  渉） ２３１ページをご覧

ください。上から４つ目のくくりの目８公共交通対

策費の公共交通対策事業費に３３０万円を新たに

追加補正するものです。具体的な内容としましては、

デイサービスの送迎業務支援システム、福祉Ｍｏｖ

ｅｒを活用し、福祉の移動希望者とデイサービスの

送迎者に生ずる空席をマッチングすることにより、

新たな新交通モードの可能性を日高地域で実証実

験するものです。予算の内訳は、福祉Ｍｏｖｅｒシ

ステムの導入等の使用料と賃借料として３３０万

円を追加補正するものです。説明は以上です。 

 それから、次に、歳入です。 

 ２２５ページをご覧ください。２つ目のくくりの

上から２行目です。節の１総務管理費補助金の説明

欄のデジタル田園都市国家構想推進交付金１，１６

５万円のうちの２分の１、１６５万円と、同じく２

つ目のくくりの枠の一番下から２行目です。地方創

生臨時交付金の３，０４１万８，０００円のうちの

１６５万円となります。先ほど歳出で説明しました

とおり、公共交通費における公共交通対策費の財源

に充てるものです。 

 説明は以上です。 

○分科会長（清水  寛） 次に、竹野振興局、お願

いします。 

 地域振興課、平尾課長。 

○竹野振興局地域振興課長（平尾 喜彦） まず、歳

出から説明させていただきます。 

 ２３１ページをご覧ください。説明欄の上から７

つ目の囲みの一番上、竹野振興局プロジェクト事業

費３２２万円の増額のうち、印刷製本費２０万７，

０００円と手数料４万３，０００円、事業委託料３

７２万６，０００円、用品借り上げ料１４万４，０

００円の合計４１２万円は、竹野川湊プロジェクシ

ョンマッピングの上映に係るものでございます。 

 また、７行目の補助金９０万円の減額は、北前ま

つり事業費６０万円、竹野浜オープンウォーター大

会事業費３０万円の減額で、新型コロナウイルス感

染症拡大防止のため、既に中止が決まった事業に係

る費用を減額するものです。 

 次に、歳入について説明します。 

 ２２９ページをご覧ください。市債の説明欄、一

番下の囲みの２行目、過疎対策事業債３２０万円の

増額は、歳出で説明しました竹野振興局プロジェク

ト事業の竹野川湊プロジェクションマッピング事

業費４１０万円の増額と、北前まつり事業費６０万

円、竹野浜オープンウォーター大会事業費３０万円

の減額によるものです。 

 最後に、地方債補正について説明いたします。 

 ２１７ページ、第３表、地方債補正をご覧くださ

い。変更の一番下の過疎対策事業債３２０万円の増

額は、歳入で説明したとおりです。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） すんません、ちょっと確認を

させていただきたいと思います。２３１ページの、

ごめんなさい、２３９ページでした。玄武洞の公園

ライトアップ事業の分なんですけど、これは今期限

りということでありました。このライトや何かは、

これ、レンタルでされるんでしょうか。７７１万２，

０００円とか、そういう事業費だったと思うんです

けど、ちょっと詳しく説明していただければと思い

ます。 

○分科会長（清水  寛） 宮垣課長。 

○大交流課長（宮垣  均） ご質問にありました玄

武洞のライトアップ事業に関しましては、ライトア

ップに係る１か月間の照明機器のレンタル費、それ

から、その設営、撤去作業、それから、照明演出費

等、それから、現地調査、全体の玄武洞の調査です

ね、そういったもの、それから、レンタル機器の運
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搬費ということで、３８４万２，０００円という部

分に当たります。そのほか、全体でいいますと、ラ

イトアップ期間中の夜間警備や管理、それから、運

営費等で１５９万３，０００円、それから、週末イ

ベント用の音響やプラスの照明機器ですね、それか

らＰＡ等のオペレーション、週末４回ということで

の部分で１３２万円、それから、事前告知用のポス

ターやチラシの作成、それから、イベント後、玄武

洞やインバウンド用の国内外への観光プロモーシ

ョンに使用できるように動画撮影と、それから、ス

チール写真の撮影ということを考えておりまして、

その部分で９５万７，０００円ということで、委託

料の部分は７７１万２，０００円となります。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） いろいろと詳細教えていただ

きましてありがとうございます。 

 今レンタルということをお聞きして、それぐらい

の費用になるということでありましたけど、この７

７１万２，０００円の詳細が分からないときに、関

連、単発ですという答弁だったんで、あまりにもも

ったいないなと思って、ちょっと質問させていただ

いたんですけど、こういうライトアップ事業ちゅう

のは玄武洞の知名度、ひいては豊岡市の知名度のア

ップにもなると思うんですけど、今後はしないとい

うような答弁だったと思うんですけど、その考え方、

その辺をちょっと説明していただければと思いま

す。 

○分科会長（清水  寛） 宮垣課長。 

○大交流課長（宮垣  均） 基本的には、やはりリ

ニューアルに際しまして、一番ここで情報が出てい

く部分だと考えておりますので、そのときに早期の

観光需要の取り込みだけではなくて、リニューアル

する玄武洞公園の持つ自然美といいますか、文化的

景観の美しさという魅力を一番出ていくときに、質

の高いイベントを行って、そうして多くの方々への

周知、それから、玄武洞、ひいては豊岡のよいイメ

ージの発信につながるものと思い、こういったイベ

ントを企画させていただいております。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） いや、それはもう分かっとる

話でありまして、それは分かった上で質問しておる

んですけど、今後、そういう知名度アップのために

継続的なことはしないということでありましたん

で、今後どういうふうに考えられるのか。いや、こ

れは単発事業で、もう決定で、もうこれ以上のこと

は何もしませんじゃなしに、やっぱり考えて、ライ

トアップ事業とは、市民の方もこういうイベントを

見る機会が今回限りって言われて説明しとるんで

すけど、継続的にやったほうがより知名度アップと

か、玄武洞に対しての、そして、市に対してもそう

いうことが考えるんじゃないですかということを

聞いておるんですけどね。 

○分科会長（清水  寛） 宮垣課長。 

○大交流課長（宮垣  均） 今後、市が主催するも

のなのか、それとも、指定管理者のほうで行うもの

なのかも含めて検討してまいりたいとは考えてお

ります。今回特に、数年前も玄武洞でのライトアッ

プ事業行われております。そのときも５００円とい

う入場料を払って夜間入っていただいていると思

うんですが、少し暗かったというような意見も聞い

ておりますので、そういったことも含めて、今回は

少し予算をかけさせていただいて、しっかりと魅力

を伝えていきたいというふうに考えております。ま

た、今後もそういったことで、評価がかなりありま

したら、また継続して考えていくということも検討

してまいりたいと思っております。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） ぜひ今度は指定管理というこ

とになるんですけど、その事業者とまた協議してい

ただいて、知名度アップのことも含めて、これは成

功してもらわなあきませんので、大前提としてね。

そういうことで、今後もまた検討していただいて、

玄武洞の魅力発信、また、ひいては豊岡市の知名度

アップにつなげていただければと思っております

ので、よろしくお願いしときます。 

 それから、２３７ページの農業振興のほうです。

ちょっと待ってくださいね。これ、６団体でしたか、

農機の購入支援とかいうのがありました。ちょっと



 20

一遍に質問させていただきます。 

 そして、雪害のビニールのほうで２０棟程度とい

うことでありましたけど、もうビニールハウスを、

そういう仕事をしないとか、ほかのビニールハウス

を使ってしますということで、２０棟程度の被害の

補修の金額ということを説明されたと思うんです

けど、実際にはどれぐらいの被害があったかいうの

をちょっと教えていただきたいと思います。 

 そしてまた、スマート農業のほうですけど、１団

体の申請とかいうこともあったと思うんですけど、

それはどこの地区かということ、団体ということで

すね。 

 そして、法人化支援のほうでコンバイン、これも

１団体ということがあったと思うんですけど、その

地区のほう、団体といいますか、教えていただきた

いと思います。 

○分科会長（清水  寛） 柳沢課長。 

○農林水産課長（柳沢 和男） まず、雪害のほうで

ございますけれども、一応市のほうで被害状況の集

約、分かる範囲での確認ということになりますけれ

ども、させていただきました。１９名の２２棟とい

うことで把握をしております。概算の積算というこ

とになりますけれども、どのような復旧をしたいの

かというふうなことも聞きながら、それに合った単

価設定においての積算をさせていただいた結果が

今回提案させていただいている金額というふうに

ご理解をいただけたらと思います。 

 それと、スマート農業の事業体でございますけれ

ども、こちらにつきましては、株式会社ａｔきなし

のほうで事業展開をしたいというふうなことでの

意向を反映したものでございます。 

 法人化・高度化の事業の事業体ですけれども、水

穂農産株式会社という、これは新規設立の会社のよ

うでございます。吉田綜合技芸学院というところの

系列かというふうに思っておりますけれども、今回

設立をされて、農業分野にも進出をするというよう

なことのようでございます。 

 すみません、前後しますけれども、一番最初の強

い農業・担い手づくり総合支援事業の事業体ですけ

れども、中谷営農組合、コウノトリの郷営農組合、

それと、岩佐さんという方、内町営農組合、富田さ

んという方と能勢さんという方の６名ということ

になります。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） ありがとうございます。 

 この法人化のほうなんですけど、今豊岡市内では

どんな状況で、どういう法人化を進めておられるの

か、今後の展開も含めて、説明願います。 

○分科会長（清水  寛） 山本参事。 

○農林水産課参事（山本 隆之） 法人化の状況とい

いますと、団体数とかということでしょうか、まず。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 法人化って、いろいろと営農

組合とか、そういうとこの法人化とか、これから新

たに法人化されるところも当然あると思うんです

けど、現状はどうかと。それから、法人化は今後ど

ういう状況で進められていくんか、将来的展望も含

めてお尋ねしているところです。 

○分科会長（清水  寛） 山本参事。 

○農林水産課参事（山本 隆之） 今ちょっと数のほ

うは手持ちがないんですが、状況としましては、法

人ですと、民間の方ですと、株式会社という形での

法人化になってますし、あと、集落営農でも一部株

式会社化というとこもありますが、大概の集落営農

につきましては、農事組合法人、農協法に基づく法

人化という形で、古くは中谷の営農組合から、あと、

最近では内町営農さんとかという形でなっており

ます。法人化といいますか、特に集落営農のほうに

つきましては、県とＪＡと市と含めまして、集落営

農推進チームというのを設けておりまして、それぞ

れそういうご希望のある地区がございましたら、相

談といいますか、説明とかにも赴きさせていただい

ておるところでございます。その上で、まずは、任

意の組合の法人というとこからまず立ち上げをし

まして、その後、さらに法人のほうがメリットがあ

るといったようなことになれば、さらに法人化とい

う形で改めていろいろと経営相談ですとか、そうい

ったところも含めて、ご相談に乗っているような、
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そういう状況でございます。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） すみません、この法人化ちゅ

うのは、いろいろといろんなところで組合をつくっ

ておられるんですが、それを私は法人化、今、株式

も言われたんですけど、そっちのほうが主流だろう

なと思っておるんですけど、営農組合もかなり高齢

化になっておりますんで、それを法人化して、もっ

と大規模な感じでやっていったほうがええという

ような意味合いだと思うんですけど、どうなんでし

ょうかね。 

○分科会長（清水  寛） 山本参事。 

○農林水産課参事（山本 隆之） 経営の安定化とい

うことも含めますと、やはり法人化というほうが安

定といいますか、対取引先につきましても信用とい

うところもありますので、よろしいんですが、ただ、

固定経費もかかってくるというとこもございます

し、先ほど委員申し上げられたとおり、なかなか運

営者自体が高齢化してるというとこがございまし

て、そうなりますと、将来的な不安というとこもあ

りますので、いきなり勢い法人化しますとなかなか

今度、それをやめるのも難しくなるというようなと

ころもございまして、そこは慎重に判断する必要が

あるとは思うんですが、ただ、いろんなこの施策の

取組にしましても、法人化じゃないとなかなか事業

の採択にならないというようなところもございま

すので、その経営の安定というところも含めて、そ

こは慎重に判断しながら、基本的にはできるだけそ

ういう法人化になるような形で、県、ＪＡや含めて、

推進のほうには取り組んでいきたいなというふう

に考えております。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） いろんな今現在の営農組合、

また、営農組合をつくろうとされておる団体も含め

て、いろいろと周知をもっともっとしていただける

ようにお願いしたいと思います。なかなか今言われ

る営農組合の法人化というのは、いろいろと制約も

お金もかかることですんで、その辺も丁寧に説明を

今後もやっていただけるように、また、田舎のほう

の農業が廃らないようなことも考えていただいて

やっていただきたいと思いますので、よろしくお願

いしときます。 

 それから、２３９ページです。これの基盤整備の

ほうで、これ、電柱の移設のほうに１００万円とか、

内町でしたかね、内町ですね。それの説明されたん

ですけど、電柱の移設ちゅうのは、基本的には関電

の電柱というのは無料って聞いとるんですけど、そ

の辺は、この１００万円かかるということの説明を

再度お願いしたいと思います。 

○分科会長（清水  寛） 村田参事。 

○農林水産課参事（村田 一紀） 近年、ただという

ことではありません。関電さんの電柱が今道路脇、

農道脇にありまして、そこの支障になる分について

は有料だということで確認をしておりますので、そ

の分の計上をさせていただいてます。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） うちの地区で住宅街なんです

けど、電柱の移設ということができるかどうかとい

う確認を関電のほうにさせていただいたんですけ

ど、その場所とか、そういうのもあるんかもしれま

せんけど、その移設とか、そういうのは基本的には

無料でさせていただきますということを聞いてお

りましたんで、今の説明と違うなと思って、またい

ろいろと条件があるのかなと思って確認をさせて

いただいたんですけど、基本的に有料ということで

説明をされたということで、どの程度まで有料とか、

何か詳細を聞いておられとったら教えていただき

たいと思います。 

○分科会長（清水  寛） 村田参事。 

○農林水産課参事（村田 一紀） 今、位置的なもの

については、一番、内町の辻側にありまして、状況

としたら田んぼの中に入っておるものでございま

す。公的なものではないものですから、公の市道と

か、河川だとかというとこではなくて、個人さんの

ところにも入っておるようなものでございます。ち

ょっと具体的に位置的なものは、その位置的関係を

ご説明させていただくんですけども、ですので、あ

くまで有料ということで、手元に資料がないもんで、
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申し訳ないんですけども、確認を取っております。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 後で結構ですけど、どういう

ときに無料で、どういうときに今回みたいに有料だ

いうのをちょっと調べていただいて、委員会のほう

に、委員長のほうに提出をお願いできませんでしょ

うか。委員長からお願いします。 

○分科会長（清水  寛） 今、西田委員からありま

したけども、どの程度の対応できましょうか。 

 村田参事。 

○農林水産課参事（村田 一紀） 一応今メモ書きの

ようなもので残してはおるんですけども、また調べ

まして、きちっと整理をさせていただいて、提出さ

せていただきたいと思います。 

○分科会長（清水  寛） よろしくお願いします。 

○委員（西田  真） 以上です。 

○分科会長（清水  寛） ほか、ございませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 日高での福祉モビリティーの

ことについてお聞きします。 

 ２年ということでしたね。今年が３３０万円かけ

るということですよね。昨年、１社で実証事業をや

ってきたのを、今年は６社、通所介護施設６社に広

げるということで、そういうデイサービスの送迎車

に相乗りすることで、市民の足を確保するというこ

とでしたけど、デイサービス、そういう施設、介護

施設を使っている人だけが対象ですよね、そういう

ふうに聞いてます。６つというのは日高にある施設

が全部ってことでしょうか。 

○分科会長（清水  寛） 久田課長。 

○都市整備課長（久田  渉） 委員、議会のときの

質問でもあったんですけども、今はａｎｄ Ｒｅｈ

ａ．さんという日高のインターの施設の方で、この

予算については、去年のトヨタの基金のほうで、今

の実験を行っています。６社に該当を広げるんです

けども、これは周辺全部ではありません。今回は、

日高町内でデイサービスをやっとられる業者さん

６社の予定で、今年と来年を実験期間ということで

考えております。以上です。 

○分科会長（清水  寛） はい。 

○委員（須山 泰一） 分かりました。また分からん

ことはお聞きに伺いたいと思います。よろしくお願

いします。 

○分科会長（清水  寛） 竹中委員。 

○委員（竹中  理） 関連ですけど、さっき言われ

た福祉Ｍｏｖｅｒシステムですか、それはどこが開

発されたとか、どういう仕組みというか、どういう

利用の流れというか、もし教えていただけたら。 

○分科会長（清水  寛） 久田課長。 

○都市整備課長（久田  渉） このシステムモデル

は、群馬県の高崎市というところの一般財団法人ソ

ーシャルアクション機構という会社が開発したも

ので、国のほうでも優良モデルとして推奨されてい

るシステムです。まずは、このシステムを福祉事業

者の本体のパソコンの中にインストールして、そこ

の持っとられる送迎用の車が、例えばうちは今６社

で１社に５台車があると想定して、６社分のタブレ

ットを３０台の購入を考えています。例えばＡ、Ｂ、

Ｃってあったら、今の一つの業者さんが５台分のタ

ブレットを渡して、そこのパソコンの本体に今の福

祉Ｍｏｖｅｒのシステムを入力します。利用される

方は、携帯や、スマホでもいいし、電話かけてもい

いんですけども、特にお年寄りの方が利用されるん

で、できるだけ入力するところを少なく、例えば何

時にどこに行きたい、何人で行きたいって、３つの

事柄を入力して、あとは確認を押すだけとなります。

するとパソコン上で車の配置とか時間を、その方の

周辺の送迎車をパソコンで、コンピューター上で手

配をして、この車は今何人空いてるとか、空席を把

握するシステムになります。今回の実験は、普通に

デイサービスに登録されてる方のみになるんです

けども、その方が自分がデイサービスに行かない日、

例えばちょっとバリューに買物に行きたいといっ

たときに、その空席をうまくマッチングして乗せて

いって、また帰りの便もというようなシステムにな

ってます。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 竹中委員。 

○委員（竹中  理） よく分かります。要はあれで
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すよね、申し込みした順番に何かシステムが割り当

ててやっていくという、近いところに案内するとい

う感じであれですね。だから、アプリを入れて、そ

の日乗せていくということですよね。分かりました。

ありがとうございました。 

○分科会長（清水  寛） よろしいでしょうか。 

 ほか、ありませんか。 

 森垣委員。 

○委員（森垣 康平） 先ほど城崎国際アートセンタ

ー管理費ということで、２３１ページですね、業務

委託、キャッシュレス決済導入業務ということであ

ったんですが、これ、ＫＩＡＣが基本的には想定さ

れているというような発言をされてましたが、現段

階でのＫＩＡＣの利用数、４月ぐらいからですよね、

たしかＫＩＡＣが。どれぐらい利用されているもの

かということと、玄武洞のライトアップに関してで

すが、先ほどちょろっと有料だということをおっし

ゃったと思うんですが、その料金は指定管理者に入

るものなのか、それとも、豊岡市に納められるもの

なのか、その辺ちょっと教えていただけたらと思い

ます。 

○分科会長（清水  寛） 宮垣課長。 

○大交流課長（宮垣  均） まず１つ目のご質問で

すが、ＷＯＲＫＡＴＩＯＮ ＩＮ ＴＯＹＯＯＫＡ

の分の利用者数ということでよろしいですか。 

○委員（森垣 康平） はい、そうです。 

○大交流課長（宮垣  均） 今現在分かってる分で

は、４月、５月ということなんですけど、４月、５

月で大体１０件程度で１万円ぐらいの利用料とい

うふうになっております。ちょっと痛かったんです

けど、この間、６月のときには、会社でワーケーシ

ョンというか、会社で５人ぐらいの一気に申込みが

あったんですが、１人、コロナの感染者が出てしま

ったということで駄目になった分とかもあります

が、４月、５月の利用者でいえばそれぐらいという

ことです。 

 それから、先ほど玄武洞のほう、ありましたけど

も、夜間の分はもう有料化が始まりますので、その

分は市に入ることになりますので。（「市に」と呼

ぶ者あり） 

○分科会長（清水  寛） 森垣委員。 

○委員（森垣 康平） 市のほうに入るんですか。ふ

だん、昼間の売上げも全て、売上げは市に入るんで

すか。（「市の収入」と呼ぶ者あり）市の収入。そ

ういう指定管理のやり方ですか。了解です。分かり

ました。すんません、それはちょっと勉強不足でし

た。了解いたします。 

○分科会長（清水  寛） いいですか。 

○委員（森垣 康平） 以上。 

○分科会長（清水  寛） ほか、いいですか。 

 竹中委員。 

○委員（竹中  理） ２３１ページのさっき言われ

たＩＴ関連事業所開設支援事業費５４０万円、さっ

き何か２分の１だったのが、何か急遽何か４分の１

に何か補助金が変わったというのは、それはどうい

う理由でというか、分かれば教えてください。 

○分科会長（清水  寛） 冨岡課長。 

○環境経済課長（冨岡  隆） ３月下旬に県のほう

から補助率を変えますということでありますけど

も、決定の内容だけ報告が来ましたので、想像にな

りますけど、県の行革の中での費用負担の見直しか

なというふうに考えております。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 竹中委員。 

○委員（竹中  理） 齋藤知事がやられたあれです

よね、身を切る改革というか、そういうことですよ

ね。 

○分科会長（清水  寛） 冨岡課長。 

○環境経済課長（冨岡  隆） 内容のほうにつきま

して、県の制度のほうの内容なんですけども、今ま

で兵庫県南部のほうに対象になっていなかった内

容がありまして、北部だけのものがあったんですけ

ども、それをもう県下全部に対象にするというよう

なことで、単純に県の財源を減らすということでな

くて、県の支出の中で補助の対象を見直されたとい

う結果で、結果として、但馬地域のほうは今までの

分がちょっと、但馬地域に来ていただける事業者の

方の県の補助金分が結果として減ってきていると

いう、それを受けて、今回のお願いということにな
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ります。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 竹中委員。 

○委員（竹中  理） ほかにもそういったのってあ

るんですかね、結構、今回のことでというのは。分

かる範囲でいいですけど。 

○分科会長（清水  寛） 冨岡課長。 

○環境経済課長（冨岡  隆） こちら所管の補助金

については、急遽こういうことしますということの

決定があるのは、初めてのケースかなというふうに

考えております。 

○分科会長（清水  寛） ほか、ございませんでし

ょうか。よろしいですか。 

 それでは、質疑を打ち切ります。 

 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（清水  寛） 討論打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（清水  寛） 異議なしと認めます。よ

って、第６１号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 続いて、第６４号議案、令和４年度豊岡市一般会

計補正予算（第４号）を議題といたします。 

 当局の説明については、所管事項に係る部分につ

いて、課ごとに歳出、歳入の順に説明をお願いしま

す。 

 まず、コウノトリ共生部、よろしくお願いします。 

 農林水産課、柳沢課長。 

○農林水産課長（柳沢 和男） それでは、追加議案

書の９１ページをご覧ください。歳出予算です。 

 上の囲み、説明欄の１番目、農林水産業費の農業

振興事業費です。肥料等生産資材高騰対策支援給付

金の支給事業として、給付金８，９７０万円、手数

料などの事務経費３０万円、合計９，０００万円を

計上してます。現在の世界情勢、経済情勢の影響を

受けて、肥料資材の価格が高騰しております。ＪＡ

たじまからは、既に肥料は昨年の１．５倍の価格と

なっており、今年の年末に注文を受ける来年春用の

肥料の小売価格はさらに上昇する見込みとの想定

をお聞きしております。現在の１．５倍というふう

な価格で試算をしましても、１年間の肥料代のコス

トアップ分は１０アール当たり１万１，０００円ほ

どになります。農家にとっては大変厳しい状況であ

ることから、国からの地方創生臨時交付金を活用し、

給付金の支給による支援を行いたいと考えており

ます。給付金の対象者は、令和４年度の水稲生産実

施計画書及び営農計画書において、水稲を作付した

農家及び水稲以外で水田活用の直接支払交付金を

申請した農家、野菜等についても対象とするという

ふうなことで、３０アール以上の作付面積を対象と

し、３０アール未満の場合は水田活用の直接支払交

付金対象作物が１５アール以上ある場合に、対象と

する考え方に立っております。対象となる農家数は

約１，８００件、面積にして約３，０００ヘクター

ルを想定し、支給金額は１０アール当たり３，００

０円とする考えでおります。水稲でいえば、年間の

コストアップ分の約３割程度の支援ということに

なります。事務スケジュールは、８月に各農家に案

内をし、１１月には給付金の支払いができるよう進

めたいというふうに考えております。 

 続いて、その下の段、畜産振興事業費です。飼料

等高騰対策支援給付金の支給事業として、給付金９

９８万円、事務経費２万円、合計１，０００万円を

計上しております。畜産業につきましても、現在の

世界情勢、経済情勢の影響を受けて、輸入に大きく

頼る飼料は価格が高騰しており、畜産農家は厳しい

状況に置かれております。飼料は、穀物などの配合

飼料と、乾燥牧草などの粗飼料に分かれます。配合

飼料につきましては、国の価格安定対策制度による

補填金の支払いや今回県が実施する一時金の支給

により、一定の対策がなされますが、粗飼料につい

ては支援策がないのが現状です。このため、市では

粗飼料を必要とする肉用牛、乳用牛について支援す

ることとし、１頭当たり１万円の給付金を国からの

地方創生臨時交付金を活用し、支給するよう考えて

おります。ただし、１農家、１事業体の上限を２０

０頭分とする方向で考えたいと思っております。年
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間の粗飼料は、肉用牛は親牛、子牛のセット、乳用

牛は単体で考えて、平均して１頭当たり年間３，３

００キログラム程度が必要となります。現在、粗飼

料１キログラム当たり昨年比で１０円程度の価格

上昇がありますので、年間３万３，０００円のコス

トアップになります。このため、給付金は約３割程

度の支援となろうかと思っております。事務スケジ

ュールは、７月に畜産農家、事業体へ案内し、９月

には給付金の支払いができるよう進めたいと考え

ております。 

 ８５ページをご覧ください。歳入予算でございま

す。 

 上の囲み、説明欄、国庫支出金の地方創生臨時交

付金です。先ほどの肥料等生産資材高騰対策支援給

付金、飼料等高騰対策支援給付金の財源に充当する

ものとして、農林水産課分は、内数で１億円となり

ます。 

 農林水産課分は以上です。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、都市整備部お願

いします。 

 都市整備課、久田課長。 

○都市整備課長（久田  渉） ８７ページをご覧く

ださい。一番上、１つ目の枠の目８公共交通対策費

のバス交通対策事業費に３７５万６，０００円を新

たに追加補正するものです。内容としましては、新

型コロナウイルス感染症の拡大防止を図りながら、

車内の乗車密度に配慮し、運行を行っている路線バ

ス事業者に対し、原油価格や物価高騰の影響を緩和

するための支援で、県の事業に随伴補助するもので

す。補助率は、路線バス事業者が２分の１で、県と

市が４分の１となっています。支援期間は、来年の

３月末で、支援内容としましては、１か月単位で２

回限りの期間となっています。ここに新たに３７５

万６，０００円追加補正するものです。説明は以上

です。 

 続きまして、歳入です。８５ページをご覧くださ

い。今さっきの農林水産課さんと一緒なんですけど

も、一番上の枠の節の１地方創生臨時交付金となっ

てます。この３億７，９１８万１，０００円のうち

の３７５万６，０００円、１０分の１０となってい

ます。先ほど歳出で説明しましたとおり、バス交通

対策事業費の財源として充てております。 

 説明は以上です。 

○分科会長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（清水  寛） じゃあ、僕のほうから１

点だけ。これは、肥料の物価高騰という中での補助

金を今回考えられているんですけども、先ほど説明

の中にもありましたように、ＪＡのほうではもう既

に肥料等がもうないというような話はちょっとお

耳にしました。逆に、民間のホームセンターなどで

は実はあるんだけどというような話もあって、やは

り農業を支えるというところでの非常に大きな力

にならなければならないＪＡが在庫がないという

ような状況というのは、なかなかちょっとどうだろ

うかって思うんですけども、そういった点のお話と

いうのは、市のほうとして聞いていることというの

はあるんでしょうか。 

 柳沢課長。 

○農林水産課長（柳沢 和男） 以前、一度、ＪＡさ

んのほうは各市町を回られて、状況の説明に来られ

ました。豊岡にも来られまして、状況の確認をさせ

ていただきました。農協の注文スタイルとしては、

予約注文ということが主になりますので、今現在、

日々小売をするというようなことではなくて、秋の

肥料分までは既に春に注文を取られて、農家さんの

ほうは、その注文によって必要数を確保されている

という状況であるというふうには認識をしており

ます。ただ、今後、先ほども説明で申し上げました

けども、年末に注文を取られる来年の春用の肥料分

からさらにしんどい状況があるというふうにはお

聞きをしておりまして、数量の確保まで言及してお

聞きをしたという状況にはございませんけれども、

そもそもどこも肥料で困っておられるという状況

だと思いますので、取り合いになるような状況も出

てくるのかなというふうには想定をいたします。た

だ、全農全体での供給ということになろうかと思い
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ますので、ＪＡたじまだけが入手できないというこ

とではない、そうなれば、全国的にも不足するとい

うような状況になるんだろうというふうに認識を

しております。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 先ほども説明の中にもあ

りましたけども、非常に肥料が１．５倍という中、

さらに今はどんどん上がっているという状況下に

あり、また、年末に向けてまた来年度というのも、

恐らく価格が止まるであろうという想定は今ない

状況かなと思います。そういう意味では、肥料等、

日々使うものが値上がりしていっている一方で、販

売する価格のほうに転嫁ができないというような

状況になると、やはり売れば売るほど赤字になると

いうことが想定されると思います。そういう意味で

は、今後、市のほうも、実際にかかっている費用、

また、売価としてなっている金額、そういったこと

もしっかりと見ながら、農家の負担を、補助金だけ

では恐らくなかなか賄えないことというのもある

と思いますので、しっかりと見ていただきながら、

やはり継続する農業の形というものを支えていっ

ていただきたいというふうに思います。以上です。 

 竹中委員。 

○委員（竹中  理） 関連です。せっかくなんで。 

 今、委員長も言われましたけど、今物価高騰のや

っぱり国のこういった支援ということで、国会受け

て、予算が通って、この臨時交付金が入って、豊岡

市がこうやって１億円かけて業者支援をされると

いうのは、すごい喜ばれるといって思うんですけど、

実際にこの資金、補助金はどういう流れで農業者の

方に行くのか、ＪＡたじまから入っていくのか、そ

れとも、個人に行くのか、何か団体とか、行くのか

ということを教えてください。 

○分科会長（清水  寛） 柳沢課長。 

○農林水産課長（柳沢 和男） 先ほども説明で申し

上げましたけれども、令和４年度の営農計画等の書

類を提出していただいておりますので、その数字を

基に、各個人さんからの申請といいますか、手続に

よりまして、個人さんのほうへ、あるいは畜産業の

ほうは畜産農家さんのほうへお支払いをするとい

う流れですので、ＪＡさんを通してとかいうような

スタイルではないということです。 

○分科会長（清水  寛） 竹中委員。 

○委員（竹中  理） よく言われるのが、そうやっ

てＪＡ通っていくのかというのが、個人が、そこが

すごくよく言われるところ、質問されるんですけど

も、よく分かりました。ありがとうございました。 

○分科会長（清水  寛） よろしいですか。 

○委員（竹中  理） はい。 

○分科会長（清水  寛） ほか、質疑ありませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） すみません、給食費、物価高

騰分、支援するという……。ここは違うんけえな。 

○分科会長（清水  寛） いいですか。そしたら、

よろしいですね。 

○委員（須山 泰一） はい、すみません、失礼しま

した。 

○分科会長（清水  寛） そうしましたら、質疑を

打ち切ります。 

 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（清水  寛） 討論打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（清水  寛） 異議なしと認めます。よ

って、第６４号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 ここで、建設経済分科会を暫時休憩します。 

   午前１０時４３分 分科会休憩 

──────────────────── 

   午前１０時４４分 委員会再開 

○委員長（清水  寛） 引き続き建設経済委員会を

再開します。 

 以上で付託議案の審査は終了しました。 

 議場での報告案件も含め、何か質疑等ありません

か。いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） この際、当局の皆さん方か
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ら特にご発言はありませんか。 

 特にないようでしたら、報告事項に関係する環境

経済部以外の当局の皆さんは、ここで退席していた

だいて結構です。お疲れさまでした。 

 それでは、よろしいか。 

 それでは、次に、当局からの報告事項についてで

すが、環境経済部から報告について申出があり、こ

れを許可しておりますので、ご了承願います。 

 それでは、環境経済部から、但馬地域地場産業振

興センター決算報告と中心市街地３施設の状況報

告について説明をお願いします。 

 冨岡課長。 

○環境経済課長（冨岡  隆） 本日は、時間を頂戴

いたしまして誠にありがとうございます。 

 それでは、令和３年度、２０２１年度の但馬地域

地場産業振興センターの決算報告及び中心市街地

の３施設の状況報告をさせていただきます。事前に

配付させていただきました資料のほう、よろしいで

しょうか。 

 それでは、２ページをご覧ください。令和３年度

のじばさん振興センターの事業報告です。事業につ

きましては、例年のとおりの事業を実施してまいり

ました。本日は主な内容について説明をさせていた

だきます。 

 ４ページをご覧ください。４ページの中ほど、４

番の５階フロアの管理運営ということで、（１）コ

ワーキングスペース、フラップトヨオカの利用状況

から説明をさせていただきます。 

 ２段落目になりますが、令和３年度の末日での会

員数です。個人会員が３か月が３人、６か月が１４

人、合計１７人、法人会員が６か月ゼロ、１２か月

が３社、合計３ということで、合計ベースでいきま

すと、前年度と同じ人数となっております。次に、

令和３年度の一時利用会員数ですが、前年度より３

人増えて１０２人となっております。会費収入のほ

うですけども、１４２万９，０００円となっており

まして、２０２０年度より約１８．１％の増となっ

ております。 

 次は、５ページをご覧ください。上から７行目で

す。５番の直営事業です。（１）観光物産展示即売

場の運営事業です。ページ中ほどになりますが、じ

ばさんＳＨＯＰの販売総額のところになります。内

訳ですが、じばさんＳＨＯＰ、じばさん内にあるお

店の中でですが、約９６８万５，０００円の売上げ

です。それから、ふるさと納税のほうですけれども、

かばん等を取り扱っておりますので、その分が約５，

３５８万８，０００円になっております。小計を飛

びまして、まちなかステーション、Ｔｏｙｏｂｒａ

のほうの売上げを加味した総合計ですが、約６，９

１４万８，０００円の売上げとなっております。コ

ロナ禍ということではございましたが、好調なふる

さと納税に支えられまして、２０２０年度より約１

３．７％の売上増となっております。 

 次に、（２）の貸室運営事業です。貸室使用料の

総額は約９８１万７，０００円、利用者は３万７５

１人ということでございます。前年度の比較につき

ましては、ご清覧いただきたいと思います。 

 次は、じばさん振興センターの令和３年度の収支

状況です。８ページをご覧ください。下から３行目

になります当期収支差額でございます。１つ飛んで、

右横ですが、決算額、約３４５万９，０００円とな

っております。この額がいわゆる黒字額となります

ので、本年度も黒字決算というふうになっておりま

す。 

 次は、中心市街地の３施設の状況について説明を

いたします。 

 ページ、飛びまして、１８ページご覧ください。

初めに、トヨオカ・カバン・アルチザンの売上げと

来店者数の状況でございます。右側が２０２１年度

になります。来店者数ですが、一番右端になります。

来店者数は２０２０年度より約２９％増の１万９，

６１１人、売上額につきましては、その左隣になり

ますが、前年度より約７％増の約１億２，３７５万

円となっております。 

 次は、１９ページをご覧ください。まちなかステ

ーション、Ｔｏｙｏｂｒａの状況です。こちらも、

表のほうで２０２０年度と２０２１年度に分かれ

ていて、右側のほうですが、来店者のほうですけど
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も、前年度より約１５％減となっておりますが、１

万１７６人の来店者、売上額は前年度より約５％減

となりますが、５８７万４，０００円となっており

ます。 

 次は、２１ページをご覧ください。まちなか交流

館、豊岡１９２５の状況です。こちらも２０２０年

度と２０２１年度になっておりまして、２０２１年

度、右側のほうですけれども、こちらの来店者、右

側から２つ目になります。一番下の合計のところで

すが、３，１１６人の来店者、その右横ですけども、

宿泊者数は１，３１２人となっております。いずれ

も２０２０年度より多少減少していますが、売上高

のほうです。右から５つ目になります。２０２１年

度の婚礼売上額、こちらが売上げがコロナ前に戻り

つつございまして、２０２０年度比で約１４７％の

増、３，９８０万６，０００円の売上げがありまし

た。これらのことから、売上げ販売合計ですが、婚

礼より右、２つ目の右側になります。７，５１１万

１，０００円ということで、２０２０年度より約２

４％の増となっております。 

 その他、詳細につきましては、資料をご清覧いた

だきたいと思います。説明は以上となります。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 何か質問があれば挙手をお願いします。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） ちょっと何点かお尋ねをさせ

ていただきます。 

 まず、但馬のじばさんセンターなんですけど、５

階フロア、これは開設時の想定と、コロナ禍で落ち

込んどる部分は当然あるんですけど、想定と現状は

どんな感じなのか、説明を願いたいと思います。 

 そして、２１ページの豊岡１９２５なんですけど、

婚礼等売上げは上がっているということもありま

した。これも開設のときから菓子の館ということで

売り出しとったんですけども、今は菓子の館という

イメージがないような感じなんですけど、その辺の

考え方はどうなんでしょうか、説明願います。 

○委員長（清水  寛） 冨岡課長。 

○環境経済課長（冨岡  隆） 最初に、じばさんの

５階の状況のほうでございます。当初の利用状況に

ついて、具体的な数値目標は設定はしていないとい

うふうに思っておりますが、現在の稼働率からいき

ますと、もう少しちょっと増やしていきたいなとい

うところが本音でございますが、利用につきまして

は、じばさんセンター、それから、一般社団法人の

豊岡観光イノベーションのほうにも委託しており

まして、そういう民間の力も借りながら、稼働率を

高めていきたいなというところを今考えていると

ころでございます。 

 それから、２点目の１９２５のほうですが、委員

ご指摘のとおり、条例の目的でもありますように、

菓子の館ということで進めていくところでござい

ますが、数年前に、地下の調理場を整備をして、去

年ですか、去年させていただいて、そこでレンタル

をしたり、始めています。また、１階に入っていた

だいた、委員さんご存じだと思うんですけど、１階

ホールの真ん中に円形のショーケースといいます

か、お菓子を並べるところがあって、そちらのほう

に作ったものを並べたりですとか、また、他のお店

の商品をイベントを組んで、その中で販売するとい

うようなことを力を入れ始めておりまして、２１ペ

ージをご覧いただきたいと思うんですけども、一番

下の売上げのとこなんですけど、２０２１年度の枠

の右から６つ目になりますが、菓子の販売額が８７

万８，０００円ということでございまして、前年度

３万円という、ほとんどなかったんですけども、今

言いましたような取組で増やしていっております

ので、今後ますますこの流れをつくっていきたいな

というふうに考えております。以上です。 

○委員長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） じばさんのほうはもっともっ

と利活用を頑張ってしていただくような格好で、せ

っかくの施設でありますんで、えらい数が少ないな

という雰囲気が、数字を見ても分かりますので、ぜ

ひもっともっとこれから利活用していただくよう

に、当局のほうでも頑張っていただきたいと思いま

す。 

 そして、１９２５のほうなんですけど、やはり菓
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子の館で売っとる以上は、この八十何万円で、昨年

度から増えとるいうけど、こんな金額ではとてもじ

ゃないけど、市民の皆様、何それというような感じ

だと思います。婚礼のほうで、いろんなことで利益

を上げていかれるのは当然いいことなんですけど、

菓子の館って名を売っている以上、もっともっとそ

の辺をやっていただくようにまた指導のほうも含

めて、これからも頑張っていただきたいと思います

ので、よろしくお願いいたします。以上です。 

○委員長（清水  寛） ほか、ありますか。 

 そしたら、この件は、この程度にとどめたいと思

います。 

 そしたら、ありがとうございました。 

 ここで建設経済委員会を暫時休憩します。 

   午前１１時５５分 委員会休憩 

──────────────────── 

   午前１１時５８分 分科会再開 

○分科会長（清水  寛） それでは、建設経済分科

会を再開します。 

 それでは、協議事項２番、意見・要望のまとめに

入ります。 

 本日分科会で審査いたしました報告第４号、専決

処分したものの承認を求めることについて、専決第

８号、令和３年度豊岡市一般会計補正予算（第２１

号）、第６１号議案、令和４年度豊岡市一般会計補

正予算（第３号）、第６４号議案、令和４年度豊岡

市一般会計補正予算（第４号）について、分科会審

査における意見、要望について、ご発言があれば、

お願いします。 

 暫時休憩します。 

午前１１時５８分 分科会休憩 

──────────────────── 

午前１１時５９分 分科会再開 

○分科会長（清水  寛） 会議を再開します。 

 分科会長報告についてですが、先ほど西田委員か

ら玄武洞について何か意見を付していただきたい

ということをいただきました。案文については、正

副分科会長に一任願いたいと思いますが、ご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（清水  寛） 異議がないようなので、

正副分科会長に一任願います。 

 ここで建設経済分科会を閉会します。 

午後０時０１分 分科会閉会 

──────────────────── 

午後０時０２分 委員会再開 

○委員長（清水  寛） ただいまから建設経済委員

会を再開します。 

 それでは、本日委員会において審査しました議案

について、当委員会の意見、要望について協議いた

だきたいと思います。 

 暫時休憩します。 

午後０時０５分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後０時１５分 委員会再開 

○委員長（清水  寛） そしたら、委員会再開しま

す。 

 それでは、委員長報告についてでありますが、先

ほどの意見や要望をしっかりと加味した上で、正副

委員長のほうで、取りあえず案文は一任願いたいと

思いますが、ご異議ございませんか。 

○委員（西田  真） 委員長、すみません、ちょっ

と４点ぐらい、議事録に残るような格好で上げてく

ださい。 

○委員長（清水  寛） 先ほど発言があった特に４

点として、まずは、市民への周知に関してしっかり

と理解が得られるようにということについて、２点

目が建設改良費についての平準化をしっかりと考

えていただきたい、３点目が統廃合についての合理

化を今現在も進めているんですけども、さらにしっ

かりと考えていただきたい、４点目に工業団地の特

別料金についての見直し、特に協議など、しっかり

と進めていただきたい、その辺を中心に意見を考え

ていきたいと思いますけども、よろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） それでは、異議なしと認め、

そのように決定しました。 

 続いて、閉会中の継続審査の申出についてお諮り
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をいたします。別紙１として、当委員会の重点調査

事項をつけております。所管の調査事項等を閉会中

の継続審査事項として議長に申し出たいと思いま

すが、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 暫時休憩します。 

午後０時１６分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後０時１６分 委員会再開 

○委員長（清水  寛） 会議を再開します。 

 そしたら、異議なしと認め、そのように決定しま

した。 

 次に、意見交換会についてご協議をいただきたい

と思います。 

 ５月２５日発行の議会だより第８６号で、意見交

換をしていただく団体を募集しましたところ、応募

ありませんでした。 

 その中で、前回も実はしたことがありますけども、

兵庫県中小企業家同友会という団体がありまして、

そちらのほうに少しお声がけをしてみましたとこ

ろ、先方のほうからぜひにというようなことがあり

ました。今のところは、この団体と意見交換をした

らどうかなと思いますけども、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） そしたら、異議なしという

ことで、そのようにさせていただきたいと思います。 

 先方に対して、日程を少し、皆が集まる日にちを

３日間ぐらいお伝えしたいと思うんですけども、暫

時休憩します。 

午後０時１７分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後０時１７分 委員会再開 

○委員長（清水  寛） それでは、会議を再開しま

す。 

 日程については、取りあえず先方に、８月の４日、

５日、４日木曜日、５日金曜日の午前、午後という

４パターンをお示しさせていただこうと思います。

先方と調整して、また連絡がありまして、調整がと

いうことがありましたら、また随時、皆さんにお諮

りしたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 次に、その他ですが、既にお知らせをしておりま

す管外行政視察、今朝もちょっと挨拶のほうで言わ

せてもらいましたけども、というので、今現在の各

常任委員会での足並みをそろえていきましょうと

いう中では、１０月に２泊３日で管外視察を行おう

というような話になってます。ということで、ちょ

っと日程とかはまだあれなんですけども、皆さんの

ほうから行きたい場所というか、こういうところを

ぜひにというものをまたお知らせいただいて、調整

をしていきたいと思いますので、この件に関しては、

また随時、正副のほうであり、また、当局のほうに

もお伺いしながら、よい場所を選べたらと思います

ので、よろしくお願いします。 

 ほか、皆さんから何かご意見等ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） それでは、以上をもちまし

て建設経済委員会を閉会いたします。お疲れさまで

した。 

午後０時２６分 委員会閉会 

──────────────────── 

 


